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ユニットⅢ
自律学習環境整備ユニット

（a） 自律・協働学習
（b） 学習環境整備
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研究企画「Interactive Voice Community (IVC)」報告

藤田真理子（研究企画代表）

①　背景・目的

自ら他者と協力して外国語を身につけていく力とは何か。Web教材を自由にアクセスすることを可能に
すれば外国語学習者は自律的に学習するのだろうか。本研究では自律協働学習力は教師が授業の中で育てて
いくものであるということを前提としている。学習者がひとりで学習していくことはたとえ教材がどんなに
興味を引くものであっても、強い意志や目的意識がなければ長くは続かない。また教室という共同体の中で
は協働学習は可能であるが、教室の外では各自で学習しているのが現状である。教室の外でも、家庭におい
ても、他者との協働学習は可能だろうか。デジタル化によるユビキタス学習環境により学習環境を変えるこ
とができると考えた。本研究はMoodleとうソフトを使い、生徒が英語を話す、書くといった生産的活動を
通して、他者と協働して英語を学ぶ自律的学習者の育成を目指した。

Research Questionsは以下のとおりである。
1. SFC中高において Interactive Voice Community（IVC）を構築することは可能か。
2. IVCに参加することによって自律協働学習力（メタ認知を持つこと）はのびるか。

②　手法（具体的にどのような方法で調査を行い、研究を進めたか）

IVC I　英語の音声番組の作成
Moodle上に、SFC高等部 5年の生徒だけの閉じられた学習環境を作った。生徒は自分は発信したいメッ

セージを英語で作った。教師はそれを録音し、それを音声データとしてMoodle上に置いた。生徒はログイ
ン名とパスワードでアクセスし、uploadされた生徒の音声データを聞き、その内容について英語で返答した。
データは downloadすることが可能であり、podcastingもできるようにした。

IVC Iは、生徒が IVCに対して、どのように反応するか、はたして興味をしめしてくれるかを試す期間で
もあった。生徒に対しては、まず、IVCを始めることを生徒に伝えた。28名の生徒が集まった。各自のメ
ッセージをコンピューター室でサウンドレコーダーというソフトを使って録音した。各自長くても 1分とい
う制約もうけた。28個の音声データをMoodle上に置き、5年生に公開し、コメントを英語で書かせた。

IVC II英語でラジオ番組
SFC中高の「ゆとりの時間」（「総合の時間」に相当する・毎週木曜日 5,6時間目）で、英語のラジオ番組
をつくり、Moodle上に置き、コメントを書く。対象は 3年生から 5年生の一般生と帰国生 24名。
全部で 20番組を作成（英語学習について先生へインタビュー・お勧めの本・血液占い・高校生への悩み

相談室・英語を身につけるアドバイス・日本についてのクイズ等）文化祭で放送し本校にいらした一般の方
にも聞いて頂いた。生徒の反応は概ね良好。アンケートの分析中。「自分が話す英語を聞くことにより、自
分がどんな英語を話しているかを認識できた・聞く相手がいると思うと発音をよくするために努力した」と
いったコメントが多かった。

IVC III SFC中高と慶應女子高校の協働学習
SFC中高の高等部生と慶應女子高 3年がリーディンの授業で同じテキスト（Tuesdays with Morrie by Mitch 
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Albom）を読み、その内容について reaction paper（250語以上）を英語で書き（SFC中高は 4 papers、女子校
は 2 papers）、相手の paperをMoodle上で読み、コメント（英語または日本語で）する。
対象は SFC中高の高等部生 6年生 95名と慶應女子高 3年の約 40名の生徒（計 135名）
生徒がアップロードしたものは 999あり、1人平均 7回アップロードしたことになる。生徒の反応は非常
に良好。「Moodle上に自分の reaction paperを公開することにより、相手に伝わるように英文を書くように注
意した・自分の reaction paperやコメントを書くために、テキストを深く読むことができた」といったコメ
ントが多い。

IVC IV

Moodleの discussion forumを使って英語で交換日記を書くコミュニティ
SFC高等部 4年生βクラスの生徒 158名が 3～ 4人組になって英語で交換日記を書いた。生徒は本名でな
くハンドルネームを使って書くという形式にした。Moodleの discussion forumは公開されるので誰が何を誰
に書いているかがわかってしまうため、生徒の情意フィルターを取りはらい、気楽に書きやすい環境を提供
した。ハンドルネームは教員が把握する。また生徒は最初からハンドルネームで書くので誰に書いているの
かわからない形で書くため secret friend journalになった。週 2回英語で交換日記をさせたが、グループによ
っては 20回以上書き込みがあった。2学期のみの活動であったが、その後も自主的に続けていたグループ
があった。

IVC V

教員志望の学生を対象にMoodleで Blogger Journal（オンラインフォーラム）を書かせることにより、英
語教育の諸問題や教授法についての意見交換を促進し、模擬授業や各自の教育観を振り返るリフレクティー
ブな活動を行った。学生に毎週Moodle上に授業で扱った課題について自由に意見を書いてもらった。また
学生は他の学生が書いたものも読みコメントを書いたりして、議論を深めていった。授業の場ではすぐに理
解できないことも blogを書いたり、コメントをもらったりして、自分の教育観に気づき、未知なことにつ
いての情報を知ることができた。今回は教員も参加する学習コミュニティを構築した。

③　結果（何が分かったのか）

Moodleを利用して 5種類の活動を創作し、実践した。Moodle上で英語で他者とコミュケーションするこ
とは初めての生徒がほとんどであったが、生徒たちはすぐに慣れ、活動を楽しんでいたようだ。特に IVC 

IIIの SFC高等部と慶應女子高校とのMoodleを通しての交流では生徒たちが真剣に取り組んでいた。アン
ケートを見ても、Moodleを使った活動に満足している生徒が多いことがわかった。一方、IVC Vの教職の
授業では受講者はわずか 2名であったため、教員と学生また学生同士が非常に深い人間関係を持つことがで
きたため、Moodle上でなくとも、授業内外でいろいろと意見交換できたため、Moodleが学生のリフレクテ
ィーブラーニングを効果的に促進したとは言えなかった。また、学生たちは忙しい生活を送っているので、
Moodle上よりも実際に会って話しをすることを好んだようだ。つまり、Moodleは普段会えない相手に対し
ては効果的に使えたが、会う機会が多い相手ではあまり効果がなかった。

④　考察

Research Questionsに対する答えは以下のとおりである。
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1. SFC中高において Interactive Voice Community（IVC）を構築することは可能か。
ある程度可能であると言えよう。5つの IVCで生徒たちは楽しんでMoodleを使っていたようだが、生徒
の「声」を本当に引き出し、英語で表現することに喜びを見いだせる活動は IVC IIIであった。よって今後
もMoodleを利用して生徒を学校の外の相手と交流することを促進していきたい。

2. IVCに参加することによって自律協働学習力（メタ認知を持つこと）はのびるか。
IVCを通して、生徒たちは英語学習とは決して自分一人で行うものでなく、相手がいて初めて成り立つこ

とを感じたと思われる。Murphey & Jacobsによると生徒たちのメタ認知や自己調整は他者と協働して、自分
のクリティカルな「声」を見つけたり表現することで伸びていくと主張している。

Students learn autonomy (become more metacognitively aware and take more control) more quickly through guided 

cooperative learning in which they collaborate with peers to find and create their autonomous and critical voices 

(Murphey & Jacobs, 2000)

その意味では IVCは生徒たちのメタ認知や自己調整を促したと言えよう。
また、IVCの活動で、生徒たちは様々な学習ストラテジーを駆使していたと言える。まず、「準備（発信

したいメッセージを考える）」→「提示（そのメッセージを実際に書いてみる）」→「練習（そのメッセージ
が伝わるように発音練習をする、または書きなおす）」→「評価（自分のメッセージをMoodle上で聞くま
たは読む）」→「応用（自分以外の生徒の音声データを聞き、内容を理解したり、それに対して反応する、
または相手の書いたものを読み、理解して、それに対してコメントを書く）」という 5つである。このよう
な学習ストラテジーの習得も生徒たちのメタ認知や自己調整を促進したと考えられる。
最後に教師の役割の変化である。IVCでは教師は生徒が発信する内容をモニターはするが、介入はほとん
どしていない。生徒の英語のエラーを訂正したりするだけにとどまっている。生徒たちはかなりの自由度を
与えられて IVCの活動に参加していた。今後も IVCを通して生徒が自律的学習者になれるよう指導をして
いきたい。
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研究企画「学校間連携による同期型・非同期型協調学習 
コミュニティ形成と学習環境デザイン研究」報告 
「TV会議環境」構築後の定着活動および今後の展望

倉舘健一（研究企画代表） 
重松　淳　五十嵐玲美 

國枝孝弘　　鈴木雅子 

濱野英巳　　谷内正裕 

　　ルロワ パトリス

外国語自律学習環境構築の一つのアイテムとして、いわゆる次世代コミュニケーションメディアと目され
る遠隔映像通信システム（TV会議システム）をどう活用するかということについて、筆者は 2000年ごろ
から実践的な研究を行ってきた。

2000～ 2009年度の 10年弱の間は、
（1） 通信実験的なネットワーク形成段階
（2） 学習・教育環境としての整備段階
（3） 学習者の自律的選択を可能にする環境の一つとしての定着段階

といった経緯を辿ってきた。（1）の段階では、技術的な問題の解決と海外での拠点形成が優先課題であり、
それには数年にわたる粘り強い努力が必要であった。幸い遠隔映像通信技術の長足の進歩に後押しされて、
海外拠点は筆者本人が関わったものだけでも、中国北京、台湾台北、シンガポール、韓国ソウル、米国カリ
フォルニアと広がった。海外拠点はひとたび形成されるとキーパーソンとの結びつきが非常に強くなり、拠
点同士のネットワーク作りは比較的順調に進む。（2）の段階では主に各拠点における学習・教育環境として
の TV会議のコンセプトや位置づけが明確になり、教育カリキュラムに確実に組み込まれていく段階であっ
た。（3）の段階では更に進んで、学習者自身が自主的に参加できる態勢や教育カリキュラムにレギュラーに
取り入れられる態勢が整った。つまり構築された「TV会議」ネットワーク環境が学習・教育のステージに
定着したということである。
本報告では、AOPが行った上記（3）の段階について述べるが、これは上記（1）（2）段階の研究成果で
ある『語り合うアジアの若者たち―テレビ会議という方法』（2008年 2月出版、重松淳編著、慶應義塾大学
出版会）（「デジタルアジア構築と運用による地域戦略構想のための融合研究」慶應義塾大学学術フロンティ
ア、2008年終了）を基礎とするものである。

AOPのユニットⅢ（自律学習環境整備ユニット）b学習環境整備の 3.「リソースシェアリングプロジェク
ト」では、大きく二つの活動を行った。その一つは、全世界の通信拠点調査、もう一つは「多言語モードサ
イト」構築の試みである。
まず前者の通信拠点調査であるが、慶應義塾大学を基点とした場合、全世界のどこの大学に通信可能な拠
点が形成されているかを一覧できる拠点マップを作るために、全塾に向けてアンケート調査を行った。調査
対象は外国語教育に限らなかったが、欧米、アジアを中心に足がかりとなる拠点は少なくないことがわかっ
た。これらの拠点は今後、外国語学習環境という視点でネットワークを広げていくための有力な拠点候補に
なると思われる。
次に後者の「多言語モードサイト」構築の試みについて。これは、これまで各言語ごとに個別に発信され
ていた情報や学習教材などを、「多言語モード」で統一的に見られるようにする試みである。これによって、
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TV会議実施環境も含めて、学習者の自律学習を促すことを目的としている。
本サイト構築を行ったのは慶應義塾大学湘南藤沢（SFC）で、2010年 4月からキャンパス内の学生に向け

てすでに公開されている。（HYPERLINK “http://tagengo.sfc.keio.ac.jp” http://tagengo.sfc.keio.ac.jp）本サイトの
目的は大きく三つあり、それは
（a） 地球が多言語の星であることへの気付きを促すこと
（b） Web学習教材を言語横断的に扱えるようにすること
（c） 学習者が自律的に学習環境を選択できるようにすること

の三つである。（a）は、外国語学習を志す（多くは英語にしか触れてこなかった）人達に、地球が多言語の
星であることに改めて気付いてもらおうというもので、とかく英語一辺倒になりがちな視点を一気に多言語
モードに転換させ、日本語や英語以外の言語への興味を引き出すことが目標である。（b）は主にWeb教材
の見せ方にポイントがあり、例えば単語の教材であればどの言語でも同種の学習教材があるという点に注目
したものである。読解教材を例にとれば、カーソルを未習の単語の上に置くと母語で単語の意味が現れると
いう同じパターンの単語解説が、どの言語の読解教材でも利用できるといったものである。学習教材を同じ
プラットフォームで扱えるという意味では、教材作成側へのメリットが大きい。もちろん多言語共通の学習
教材対象は限られるが、Web教材は言語横断的にプログラムすることも可能で、教材作成の省力化につな
がる。（c）は最も重要な点であり、学習者の立場に立った教材提供や情報提供を目指すものである。教材提
供について言えば、学習者の一つ目の外国語学習の経験値は、（意識するとしないとに関わらず）二つ目の
外国語学習の際かならず脳内で参照されるはずである。自らの外国語学習成功体験記憶は二つ目の外国語学
習においては一つの確固たる信条として、学習者本人の自律性を引き出す。例えば単語学習なら自分はこの
やり方で成功するという信条がある場合、その学習パターンが選べれば自律的な学習が引き出せるのである。
つまり（b）の教材の見せ方には、第二言語の習得にまつわる利点が組み込まれているということである。
自らの学習方法を自覚的に二つ目の外国語学習に応用していくことによって、自律的に学習を組み立ててい
くよう促すことが、眼目である。また同時に、キャンパス内で行われている外国語学習の一環としての TV

会議活動を、映像とともに統一的に紹介し、その言語への興味を引き出し、且つ学習言語選択に一役買って
いる。なお本サイトについては、2008年度、2009年度の SFC-ORFで研究発表を行い、さらに 2009年度
ORFでは、プレミアムセッション「新しいプラットフォーム：SFCの国際化と日本研究」（http://www.kri.

sfc.keio.ac.jp/）で内容を紹介している。
以上述べてきたように、AOPの当該プロジェクト研究では、外国語学習というステージでの、TV会議拠

点形成およびネットワーク構築の次に来る、自律学習環境への組み込みと定着という段階が、2009年度末
に一応の収束を迎えた。しかしこれは、遠隔映像通信技術の教育への利用という面でも、外国語学習環境整
備という面でも、ほんの一つの総合的な道筋を提起したに過ぎない。学習効果ということを問題にするなら
ば、更に年月をかけて調査しなければならないだろう。
次世代メディア利用のアイディアは、今世紀に入ってますます盛んに打ち出されている。例えば大学とい
う枠にとらわれずクロスジェネレーションの交流を行ったり、リアルタイムのラウンジ活動に活かしたり、
研修事業と組み合わせたりというさまざまな試みは、すでに多数行われている。また研究分野で言えば、人
間にとって新しいコミュニケーション手段である遠隔映像通信というツールが、人間のコミュニケーション
活動にどのような影響を与えるのかについて、膨大なデジタルデータを分析することによってコーパス化す
るといった、新しい分野や課題も生まれている。
実践こそが画期的なアイディアを生み出し、また研究課題も生み出すことを考えると、AOPの当該プロ

ジェクトで実践中心に行ってきた研究活動は、研究発展の基礎を築くものであったと総括できるだろう。
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研究企画「英語教育実習生の自律的成長を促す要因」報告

藤田真理子（研究企画代表）

1.　背景・目的

生徒・学生を自律的学習者にならしめるためには、まず教師が自律的学習者でなければならないという指
摘がある。

While learning strategies and learner training can play an important supporting role in the development of learner 

autonomy, the decisive factor will always be the nature of the pedagogical dialogue; and that since learning arises from 

interaction and interaction is characterized by interdependence, the development of autonomy in learners presupposes 

the development of autonomy in teachers. (Little, 1995)（下線部は筆者）
筆者は三田キャンパスで英語科教育法特殊 IIという授業を担当している。教職を目指す学生はどのよう
にしたら『自律的教師』となれるのか。どのような教職のための訓練が望ましいのか、今だに明確な結論は
でていない。
日本の教育実習生が実際に生徒と向き合って授業を行うのは、2週間から 1か月といった非常に短い期間

であり、この点は実習期間が長い欧米と大きく異なる。最近では EPOSTLE（European Portfolio for Student 

Teachers of Languages）という言語教育に携わる教員養成課程履修学生の成長を促すために開発されたリフレ
クション用教育実践ツールの研究が盛んである。EPOSTLEは自己評価 Can-do項目で構成されており、そ
の数は 193で、履修生にとっても、現職教員にとっても、向上を図るべき専門能力を設定している。筆者は
EPOSTLEの作成者のひとりである David Newby氏（Graz University, Austria）と面接したが、EPOSTLEを支
えているものはコミュニカティブ・アプローチという教授法であることを知った。EPOSTLEを日本の教員
養成に導入しても、EPOSTLEを体現した教授法や背後にある言語教育への哲学もいっしょに導入しなけれ
ば、教員養成の成果は見込めないと思われる。また EPOSTLEはトップダウン的指摘や批評になる可能性が
あるため、教育実習生にとって有益であるどころか、むしろ教育実習生を縛る害となる可能性があることも
わかった。そこで、本研究では EPOSTLEを使わないで、リフレクションに基づいた教員養成の実践方法を
試みてみた。
まずリフレクションとは何か。Schönは以下のように指摘している。
In many real world situations the theories we have learned may not be sufficient to solve the problem at hand. It 

becomes up to the practitioner to be able to reflect-in-action on a situation, to be able to come up with a set of 

alternative actions. (Schön, 1987)（下線部は筆者）
Practitioners do frequently think about what they are doing while doing it. (Schön, 1983) Schönの興味深いところ

は教師は授業が終わってからだけでなく、授業をしながら絶えずリフレクションを行っているという点であ
る。
日本の英語教師養成の分野でリフレクティブ・アプローチの実践例はいくつかある。（八田 2008、玉井

（2009）海外では Allwright（2003）、Lazaraton & Ishihara（2005）、Kabilan（2007）、Geyer（2008）、Allwright & 

Hanks（2009）がある。Allwrightは教師は以下のことを実践すべきであると提唱している。
（a） put quality of life first

（b） work primarily to understand language classroom life

（c） involve everybody

（d） work to bring people together



各
企
画
の
5
年
間
の
研
究
概
要

254

（e） work also for mutual development

（f） integrate the work for understanding into classroom practice

（g） make the work a continuous enterprise

Allwrightはアクションリサーチを行うよりも、教師は教室での quality of lifeをより理解できることが重要
だと述べている。教師の成長のためには、教師自身も含めて教室内の出来事に対して意識を開いておく必要
があると主張している。
本研究のリサーチクエスチョンは以下のとおりである。

1. リフレクティブ・アプローチは教育実習生の自律的成長を促すことができるか
2. 教育実習生の自律的成長を促すために大学での訓練はどうあるべきか

②　手法

研究の参加者
筆者の三田キャンパスにおける春学期英語科教育法特殊 IIを受講した学生 7名が本研究の参加者である。

7名のうち、2名が大学 3年生、4名が大学 4年生、1名が教職特別課程の学生で、7名中 4名が春学期中に
教育実習を経験し、残りの 3名は来年 2011年に教育実習を予定していた。

シラバスの工夫
1. 学生の教育に対するビリーフを自己認識させるチェックリストをコースの最初で行った。（Appendix 1）
また授業で扱うディスカッションのテーマは英語教育の常識を覆すようなトピックをあえて選び、学生
の教育観に揺さぶりをかけた。（Appendix 2）

2. ジャーナルライティング　授業は Oral Introduction（OI）の手法を学ぶことを主眼としていたので、各
自が OIを行ったり他の学生の OIを観察した直後に感想や気が付いたことや次回の目標などを書くこ
とを課した。

Student-Teacher Journal：教職を目指す日々の記録のようなものです。毎回の授業を振り返って気づいたこ
とや質問、および教育実習の前、教育実習中、その後で教師としての自分を振り返って気づいたことや次
の目標などを自由に書いてください。

筆者は学生のジャーナルのコメントや質問に対する回答をフィードバックした。
3. ビデオ分析　各自 OIのビデオを撮り、それを見て自己分析し、自分が取り組むべき課題を同定させた。

この分析もジャーナルの中に書かせた。
4. コースの最後にリフレクションのまとめとしてレポートを課した。

Essay: Write about your experience as a language learner. How did your past language teachers teach? What did you like 
or dislike about the way they taught? How do you think your language learning experience has influenced you as a 
student-teacher?
Create in writing a plan for working on your development. What kinds of things do you plan to do to work on your 
development as a teacher?
Use Century as font and double-space on A4 paper. The letter size should be 10.5.
Your paper must be more than 600 words. Write the number of the words at the end of your essay. Due July 14.



255

Ⅲ　

 自
律
学
習
環
境
整
備
ユ
ニ
ッ
ト

③　結果

以下は学生たちが OIのビデオを見て書いたコメントの一例である。
a. I noticed how I looked and sounded like from the perspective of students.

b. I noticed my teaching style was different from other students.

c. I was only explaining the text. I was not really teaching it.

相手は自分と同じ大学生ではあるが、自己を客観的に見ることにより、教室でどのような表情をし、どの
ような立ち姿でいるか、またどのような動きをし、どのような言葉を選んでいるかに気が付くことができた。
また他の学生の OIを見ることによって自分の OIに欠けているものに気が付つくことができた。ジャーナ
ルやレポートを書くことにより学生のリフレクションを促し、学生の気づきが深まったようだ。
教育実習の前にこのような実践を経験しておくことは重要であると思われる。実習の前にリフレクション
を促す工夫をしたのだが、本当に深いリフレクションができていたとは明確でない。しかし、学生に最も大
きな変化をもたらしたのは教育実習であったことは間違いがない。教育実習を経験した学生は顔つきさえも
教育実習前とは大きく異なり、自己に対してより批判的になっている反面、教師としてさらに成長したいと
いう気持ちをもっている印象を受けた。いかに実践の場を踏むことが教職を目指す学生にとって大切かがわ
かった。

④　考察

本研究のリサーチクエスチョンに答えてみたい。
1. リフレクティブ・アプローチは教育実習生の自律的成長を促すことができるか
教育実習前はある程度の気づきを観察することができたが、学生にとっては大学での「練習」であり、
現場での「実践」ではないため、自己の教育観を変え、自己の行動までを変えるリフレクションは難し
いようだ。

2. 教育実習生の自律的成長を促すために大学での訓練はどうあるべきか
学生は数週間の実習では現場を知ることで精一杯であり、自己を教師として成長させるにはもっと長い
実習期間が必要と思われる。現在の大学での教育実習生の訓練はまるで水のないプールで泳ぎ方を教え
ているようなものである。せめて 1年間ほどの実習期間をもてるようなシステムの確立が急務である。

教職を目指す学生を支援するために、筆者を含め、大学教員が考慮すべき点をあげる。
1. 現在の大学での訓練は「教えることとは授業案をお手本に沿って作成し、授業案に沿って授業を進める
こと」であるという印象を伝える危険性があるのではないか。すなわち「教えること」は教師中心であ
り、生徒を管理することであるという印象を学生たちに伝える傾向はないか。

2. 学生にリフレクション・アプローチを通して、各自がもつ教育観を認識させ、なぜ自分はそのような教
え方をするのか、どのようなことが自分の教え方に影響をもたらしているかを認識させることは学生の
自律性を促すために有意義である。

3. 学生が目指すべき教師像は reflect-in-action（Schön, 1987）すなわち教えながらリフレクションして教え
方をその場で変えられる技量をもち、engage in pedagogical dialogue（Little, 1995）すなわち生徒の自律性
と教師の自律性は相互依存にあることを認識している教師である。
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Appendix 1

教職アンケート
次は言語学習や言語教育で議論されている事柄です。あなたはどう思いますか。
強くそう思う --6そう思 --5少しそう思う --4あまりそうとは思わない --3そう思わない --2強くそう思
い --1を選んでください。
英語は真似てみることで身につく。
英語が母語の親は子供が文法を間違って英語を話したりすると訂正するのが普通だ。
知能が高い人は言語に強い。
第二言語習得の成功を決めるのは言語を学ぶ動機があるかどうかだ。
学校で英語教育を早く始めれば始めるほど、英語習得の成功につながる。
英語の間違いは母語である日本語の影響のためである。
語彙力をつけるのはリーディングである。
英語の個々の発音ができるようにするのは大切だ。
英単語 1,000語があれば英語母語話者との会話ができる。
英語教師は文法を教える際、一度に一つの文法項目を教えるべきだ。
英語教師は簡単な文法を教えてから複雑な文法を教えるべきだ。
生徒の英語の間違いはすぐに訂正しないと悪い癖になってしまう。
英語教師はまだ習っていない文法を含むような教材を使ってはいけない。
生徒はグループで活動すると間違った英語を身につけてしまう。
生徒は教師が教えたことを習得する。
英語教師は生徒の間違いを明確に指摘するよりも、正しい英語で言い直し方がよい。
生徒は英語で歴史とか理科を学ぶとその内容のみならず、英語も同時に学ぶことができる。
How Languages are Learned (2006) by Lightbown & Spada Oxford Univ. Press
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Appendix 2 Controversial discussion topics

Discussion 1: Languages are learned mainly through imitation.

Discussion 2: The best predictor of success in second language acquisition is motivation.

Discussion 3: The earlier a second language is introduced in school programs, the greater the likelihood of success in 

learning.

Discussion 4: Teachers should teach simple language structures before complex ones.

Discussion 5: Students learn what they are taught.
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研究企画「からだと言葉をつなげよう 
―ドラマを通した言語教育を考える―」報告

横山千晶（研究企画代表）

1.　概要

本稿は 2007年 7月 28日に行われた「からだと言葉をつなげよう―ドラマを通して言語教育を考える」（ワ
ークショップ）の報告である。
本ワークショップでは、ドラマ形式で語学学習を行う事で、文学という文字テクストを身体的に理解・表
現する経験を通して、従来の座学による理解を補完する意味での語学・文学の身体的理解を目指す。具体的
には、頭で理解した事を身体を使って表現する経験を通して、身体を通した文学テクストの理解、さらには、
身体を通した文学・文化・言語学習、および教育について再考する。

2.　はじめに

科学技術の発達は情報伝達の即時性・利便性を高め、ローカルな事件が瞬時に地球の裏側に配信され、一
国で起こった経済問題が、世界経済そのものに影響を与えるようになった。このような世界の縮小化に伴い、
コミュニケーション形態、および集団における個のあり方も、それまでのものとは大きく変化してきている。
また、伝達手段の変化だけでなく、想像上の対象や出来事が視覚的に表現されるようになり、疑似化された
日常を抵抗無く受け入れるようになってきている。
このような変化と同時に、ものごとを実感するという体験の重要性が指摘されるようになった。私たちは、
社会的同意に基づいた、言語というコードによってコミュニケーションを行うが、そこには「明示的に示さ
れたもの（例えば字義的な意味）」と言語以外のコードによって「文脈を前提に成立している意味（例えば
含意など）」がある。そして、実際のコミュニケーションにおいては、字義的な意味が何であるかよりも、
その場の文脈において発話なり行為がどのような意味であるのかの方が相互理解おいてより重要である事に
私たちは経験的に気づいており、またそれは、言語表現の身体知を通して認識されるものであるといえる。
では、言葉で明示的に示されなくても、文脈を通してそこにはっきりと存在している意味を、言語の使用者
である私たちはどのように認識し、またそれをどのように他者に伝えているのだろうか。本ワークショップ
では英語の「音」に焦点をあてて、音がいかに意味を生み出すか、自らの理解をどのように他者に伝えてい
るかを考察する。

3.　研究の問題意識

本ワークショップは、次の三つの着眼点のもと企画された。
一つは、参加者に身体を通して言語表現を理解するという経験をしてもらう事である。演劇という形式を
用いるということは、文字のテクストを声という媒体を通して、自らが頭で理解したことを、身体で表現す
る訓練を行うことである。同時にそのような訓練を通して、現在教育の現場で重要性が指摘されている「発
信する主体」として、今ここにいる自分の在り方を、「声」を用いていかに学習者が客観的に認識し、それ
を他者に伝えるのか、また、この根本的に身体経験に動機付けを持つ人間の知的活動がどのようなものであ
るのか、という問題について研究と教育的実践を通して探るものである。
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二つ目は、座学による従来の授業形態から離れ、身体を用いた体験・参加型の文学授業を実践することで、
学びのプロセスにおける相互性を確認することである。学習のプロセスには、主体化と客体化の二つの視座
があり、学習者は主観を通して知識を習得しながらも、ある段階に至った段階で、自己（もしくは自己の知
識）を客体化する事により、受信型から発信型へ理解の方向性を変換する。このようなプロセスを念頭に置
き、教室という教育における「場」を捉え直し、さらには、教員と生徒という「役割」関係を捉え直す。併
せて、このような学習プロセスによって得られた知識を、大教室の従来の語学教育による知識を補完するも
のとして捉え、時代にふさわしい文学教育・語学教育の形を探る。
最後に、声を通した身体的活動を行う事で、歴史・文化・言語の総合的な学習の機会とすることを目的と
している。演じることを通して、新たな言語使用の一形態としての文学へのアプローチを図るのみならず、
文学作品の解釈過程に自らが参加することで、新しい文学教育の形態とその可能性を探る。同時に、このよ
うな作業を通して、文学というコンテクストの多層的性質（字義（辞書的）レベルでの理解→文脈（作品）
レベルでの理解→文化レベルの理解）を実際の経験によって、参加者に理解してもらうことを意図している。

4.　指導法概要

本ワークショップで行った実験授業は、ドラマ的指導法と呼ばれるものであり、この指導法の最大の特徴
は、次の二つであるとされている。
（1） 知識と使用がバランスよく習得できる。
（2） 言語を感情や身体と結びつけることにより、より言語に対する深い理解が得られる。
この二つの特徴は、実際の言語使用やコミュニケーション技術を、言語学習を通して学習者が身につける
のに有効であるといえる。
まず、インプットのプロセスで考えるならば、ドラマという手法を用いる事は、参加者は「演じる」こと

を通して表現するスキルを身につけ、またそれを観客へ向かって演じる事によって、伝達する手法を自ら創
造する事が出来る。同時に、文学作品を通して、登場人物を「演じることで」言語表現を経験することによ
り、その表現をより実感として理解する。別の言い方をするならば、「作品」というコンテクストによって、
その意味を理解するという事で、理性的に字義的意味を把握する場合と異なり、「なぜそのような形式で表
現されたか」という身体、もしくは感情レベルでの言語表現の理解が出来る。
また、アウトプットというプロセスで考えるならば、演じる事でそれを観客に伝えるという行為は、演じ
る側と観る側の相互行為によって共有する場を形成する事であるといえる。ここにおいて、演じる側は「よ
りわかりやすく伝わるように」自己を客体化して（観客の目線を通した自己を想定して）表現し、観客は自
分の文脈において演じ手の行動を解釈する。そこで、それぞれの反応のやり取りにおいて、相互に共有され
る文脈（場）を形成していく。つまり、自己の解釈から足を踏み出すことにより他者とのコミュニケーショ
ンが生まれ、そこで自らの行為（もしくは演じ手から見る行為）が相手にどのような解釈を受けているのか、
客体化した意義は何なのかを理解する。このようなやり取りを通して学びの場を形成する事で、より効率的
な学習環境に身を置く事が出来る事と、これによりコミュニケーション能力を身につける訓練になると考え
る事が出来る。
同様の事は言語学習においても見られる。自らの表現がどのような解釈を受けるかを、他者との相互行為
により把握する事により、より実際のコミュニケーションに即した言語知識を習得する事が出来る。ドラマ
という手法を用いる一つの利点はこの自己の客体化のプロセスを経験する事にある。また、ドラマの元とな
る文学作品（本ワークショップではシェイクスピア）を用いる事により、コンテクストに根ざした言語表現
を理解する事で、「正しく」英文を理解すると同時に、とかく記号化してしまう事で取りこぼしてしまう、
意味付けを行っているコンテクストの意味を理解し、また学習者自らが文学作品の理解を通して自らの解釈
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の根拠となる文脈を形成し、それを他者に示すという作業を行うことになる。こと本ワークショップでは、
英語の「音」に注目して、音が生み出すニュアンスや表現形式がもつ意味を体感する事で、英語という言語
の特性を感じ、またその知識をもとに、文学作品における表現形式の選択を動機づけているものが何である
かを、参加者に理解してもらうこともねらいの一つとした。これにより、文学鑑賞という教養教育と語学学
習という外国語教育の接点を探る手掛かりになればと考えている。

5.　実施概要

日時　2007年 7月 28日（土）14:00～ 17:00

場所　来往舎イベントテラス
参加人数　13名
〈内訳〉
専任教員　6名
学生　4名
非常勤講師　2名
常勤研究補助員　1名
※この他に、当日の飛び入り参加などもあり、最終的な参加人数は 21名であった。

6.　活動を通して観察された事象

本ワークショップは 4段階にわたって行われた。
まず最初は、参加者がそれぞれの名前を覚えるワークを行った。10名ずつ円になってそれぞれ一つのハ
ート型の柔らかいボールをほかの参加者に投げて、自分の名前を言っていく。参加者はボールの軌道を追い
ながら投げ手の名前をつなげていくので、自然とたがいが助け合い、体も想像上の軌跡を追いつつ、記憶の
手伝いとなる。「名前を覚える」という行為は、とかく教える側に求められる傾向があるが、実際に声を出
し合い、参加者同士の名前を呼び合うことで、自然と参加者間に「学習コミュニティ」としての空間（もし
くは空気）が生まれ、その場の共有、また共有から生じる連帯感による学習効果の向上が観察された。また
この活動は、参加者の感想の中で「今後の授業運営において活用できる」という意見が多く聞かれた活動の
一つでもあった。
次は体と言葉をつなぐ活動を行った。
さまざまな「笑い」を表現した英単語を実際に身体的に表現する事で、言葉の意味と実際の笑い方とをつ

なげて、英語という言語において音は表意機能として重要な役割を果たしており、その言語音を自らの音声
を通して表現することで、参加者に英語の表現の特徴を体感してもらうことを意図した。
次の二つの段階では、設定された場面をグループでパントマイムによって表現し、その後シェイクスピア
の『ロミオとジュリエット』の最初のシーンをグループで演じた。この活動は、体の動きを使って、グルー
プの人が見ている人とつながる体験をすることが目的である。特に、『ロミオとジュリエット』は、最初の
10分程度で、いかにシェイクスピアが登場人物の性格のみならず物語の骨子すら「言葉と音」によって巧
みに伝えているかを参加者が体験でき、身体知がどのようなものであるのかについて、理解を促せたように
思われる。（写真 1）
このようなアプローチをとることにより、従来の座学により得られる知識を補完する形でより深い理解を
参加者に促す事が出来た。ここで必要なのは、自分がなぜこのように動くのかを、きちんと相手に伝えるこ
とであり、具体的には、その意志を、明確に行為を通して他者に示すことである。
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芝居に引きつけて考えるならば、「芝居の山場」を
どのように観客に伝えるかは、芝居を作り上げていく
上で、大きな柱となる。怒りや笑いといった感情は人
によって異なるように、演じ手の意図をどのように他
人に伝えるか、さらには、伝えたい内容を自分にとっ
て最も有効な方法で伝えるにはどのような術を身に
つけたらよいかを自覚することは、大変難しいだけで
なく、自分では気づきにくい。それは自分で気づくよ
りは、他人がやっている演技を見ることによって、気
づくことが多い。実際、多くの場合、参加者は最初は
演じることで精いっぱいであり、観客に「見せたい」
という感情が表出するには、一定の時間を経た精神的
ゆとり（またはある種の「慣れ」）を要する。まして、共演者とともに山場を作り上げる際、英語の芝居の
山場を日本語で表現することは難しく、体で表現せざるを得ない部分が生じてくる。では、その「伝えたい」
という意図は、客体化された自己を通して、どのように観客に伝わっていたのか。
今回のワークショップで、極度の憤懣や緊張が笑いに転嫁されてしまう参加者がいた。その参加者は、練
習中、演技として怒らなければいけない状況において、どうしても笑ってしまう癖が出てしまい、練習の際
にも大変な困難を感じていた。しかし、実際に本番で感情が入った際、彼女はいつも通りの「笑い」で、観
客に怒りの感情を伝え、実際それが表現として成立していたということがあった。一般的な表現方法では、
その表現方法は適当とはいいがたいものであるが、多少奇異であったとしても、それがその人独自の表現方
法である限り、観客には伝わる部分があることを認識させられた事例であった。ここで重要なのは、その独
自の表現方法をいかに見つけるか、そしてそれが決して一般的なものでなかったとしても、それぞれの参加
者が独自の方法で伝える、また伝えたいという意思を表すことが大切であることを、教員は教える必要があ
ると感じられた点であった。ここから、客体化された自己を通した、しかし「そう表現せざるをえない」表
現者の独自性が、演技においてもコミュニケーションにおいても重要な要素であると考える事が出来る。
また、観客目線で演じるという事に関して重要な点は、演じる者として、いかに自己をメタレベルから見
られるか、という点が上げられる。メタレベルで見るということは、状況を認識し、自己を相対化・客体化
させ、その上で、コミュニケーションをリズムに乗せる為に、その場の「空気をつくる」という意味で、自
己のメタ化・客体化は他者との接触を通して行うことである。そして、ここでの相互の自我の接触において、
何に問題を見いだしそれを解決するかという言語能力や、その接触の結果生じた問題をどのように解決する
かは創造性の問題になる。
実際、この客体化された自己レベルでの言語使用でなければ「自分の言葉でしゃべる」とはいえず、その

レベルで相手に伝えるという行為がコミュニケーションの本質であると考える。このように考える理由は、
一つの芝居を作り上げるというプロセスにおいて、このレベルでの相互行為において初めてその芝居におけ
るメンバーの独自性が生まれてくる事が多いように感じられたからである。作品を「読む」という作業の中
でも、辞書を引いて文学作品を読んだ際には、英文が表わす意味を理性的に理解することはできても、演じ
ることによって初めてその真の意味を理解するという意見は多分にあった。また、作品を真に楽しく演じら
れたのは、このレベルで理解できた場合であったように感じられた。

7.　考察

ここでは、観察された事象をもとに、ドラマ形式のクラスが学習者に与える影響について考察を行う。

写真 1
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まず、作品を理解し、それを演じる事で観客に伝えるという行為には、大きく分けて「理解」と「伝達」
の二つのプロセスがあるように思われる。
活動の中で、ワークショップの参加者は、作品を熟読し自分なりの解釈を行ったところで、その解釈を観
客の前で再構築し、独自の形式で表現することを要求された。ここにおいて、観客とはコンテクストを共有
していない相手であり、演じる側にとってその時々で直面する相手である。そのような状況において、相手
に芝居の山場をどのように示すかは、観客と演じる側のやり取りにより「創られる」ことになる。ここで要
求されるのはコミュニケーション能力であることはいうまでもなく、演じ手は作品を読んだときの理解を観
客に伝えなければ行けない。ここで、伝える側の表現形式の創造が生まれる。
また、身体知としてのドラマという視点から考えるのであれば、参加者は表現方法の習得をする事になる。
通常の座学による文学作品の訳読で得られた解釈は、「正しい」解釈であって、それを生きた言葉として理
解するには、演じる事によりその表現を経験する他ない。文学作品を時間をかけて丁寧に読み、ディスカッ
ションすることの重要性がここにある。本ワークショップでは、英語の音がもつ表意性に着目し、実際に声
に出し、表現する事で、なぜその表現形式が選択されたのかを参加者に理解してもらう事が目標であった。
また、演じる事により知識を経験として蓄積させる事で、より深い理解を得る事もこの試みの目的であった。
客体化による自己認識という観点から考えるのであれば、身体経験と心理的印象は不可分的な部分があり、
どのように表すかはどのように感じたかを端的に表す事が多いように思われる。
演じ手は観客を「見る」という身体経験により「見られる」自分を想定し、それに基づいて自らを「見せ
る」という意図的行為を行う事になる。これはコミュニケーションにおいても見られ、会話は（かみ合った
会話をする為に）参与者が何を見ているかを認識した上で、自らの主観を「見せる」。ここでも文脈を形成
する為に言語能力が要求され、さらに、それをどのように伝えるかで創造性が要求される。このプロセスの
平行性にドラマを通した語学学習の有効性があると考える事が出来る。
また、これにより academic communityの形成がなされることも、学習にとっては重要な要素となる。参加
者の名前を声を出して覚えるというワークが参加者同士の連帯感を生んだ一因になったという事例があった
が、この連帯感・安心感が、学習者の主体性を促進した要因であったように思われる。（写真 2）

8.　今後の展望

今回のワークショップの成果を生かして、次の企画について考えてみたいと思っている。
（1） 多言語によるドラマ化

多言語によるドラマ化を通して、言語ごとの表現形態の違いを経験してもらいたいと考えている。身体
知のプロセスも使用言語によって異なる事が予想され、その違いがどのようなものであるのか、また、
なぜ異なるのかについて議論を深めてみたい。

（2） オリジナルのドラマを創る
参加者自身にオリジナルのドラマを制作させるということは、英語のライティングの訓練にもなるが、
一方で、言語を通して表現し、またそれを身体を通して再び表現する事で、「表現する」という行為の
多層性を経験する場を多く創っていきたいと考えている。また互いの表現を「見せ合う」場をつくるこ
とにより、他者を通して身体を通した理解をより深めてもらうことを意図している。

（3） 学際的裏付け
言語活動そのものは、その記号の使用者である主体が否応無しにも全面に押し出されるものである。こ
れは、近年の認知科学との関わりにおいて、主体性、身体性という観点から非常に興味深い問題である。
人間の知の創造性とは、このレベルの創造性に動機づけられている部分が大きいと考える事が出来、ま
た、リアリティは経験を通して得られるものである。このような身体と知の不可分性は多くの人文科学
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で指摘されている事であり、今後は、学際的な枠組みにおいて身体知について論じていきたいと考えて
いる。（写真 3）

9.　結論

今回のワークショップにおいて、こと教室内において二つの大きな着眼点の有用性が確認できた。
一つは、学ぶプロセスにおける自己の客体化の重要性である。本ワークショップで見られたように、自分
の殻を破り他者との相互行為において、自己が何者であるかを見る視点を身につける事が、言語学習におい
ても、また日常のコミュニケーションにおいても重要であると考えられる。
これは従来の座学による学びの質とは異なるものではあるが、この二つは決して相反するものではなく、

相補的なものとして捉え、教育の場に反映させていく事が有益であると考えている。学ぶというプロセスに
おいて重要な事は、要領よく知識を習得し、与えられた問題を解決していく事だけでなく、その知識を応用
し、学びの場に居合わせた他者と協同的に対話し、その社会的な営みの中でお互いの共有しうる「場」を創
る、または創る事に参加する事そのものを学ぶ事が必要であると考えるからである。その為に、まず大切な
事は自己を客体化することで、自分から離れた所から自分の言葉を見直し、他者との位置関係により自己を
確認する事である。この客体化した自己を他者に示す事こそコミュニケーションであり、芝居であれば、そ
れは演じ手と観客の相互行為であり、共にその場を共有している場を生む契機となるものである。
またそれにより、自分がその場で何者であるべきなのかを認識するという意味でも、客体化そのものが

「場」を形成する行為であるといえる。ここでの「場」とは、決して教科書的な手順により複製されるもの
ではなく、その場でその都度創られていく性質のものである。人と人との出会いの大切さは、実はそこにあ
り、その都度、その場でしか創れない「場」の創出を通して初めて、自分の領域から離れた、しかし「自分
らしい言葉」としての言語能力を身につけ、また問題を解決する為の独自の創造性を身につける事が出来る
のではないかと考えるからである。自己の狭い世界に満足する事無く、人との関わりから生まれる場や関係
を大切にすることは、情報化社会において極めて重要な事であり、それにより、常に与えられた環境で「自
分で考え、自分で行動する」という主体的行為、または、勉強に留まらない主体的学習が可能になると考え
られる。

写真 2 写真 3
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研究企画「多文化共生に向けた感性の涵養のための外国語ラウ
ンジにおける異文化体験の機会創出の試み」報告 
Creating Intercultural Encounters on Campus:  
A Report on the Plurilingual Lounge

Tomoko Yoshida (Program Leader) 

Akira Kohbara

1.　Background/Goals

Language and culture, according to Fantini (1995), are inseparable (p. 145). We interact with one another through 

language as a vehicle, and the process of interaction and communication allows us to develop what Fantini calls “human” 

qualities. The qualities that make us human are acquired through our day-to-day communication, by interpreting both 

direct and indirect messages and meanings that are often specific to each culture. The process of being “human,” therefore, 

is cultural and experienced through language. Given this close relationship between language and culture, the ability to 

communicate in a certain language is part and parcel of being able to understand the culture in which the language is 

located, and acquiring the former enhances one’s acquisition of the latter. In our culturally and linguistically pluralistic 

world, the ability to understand other languages and, by extension, other cultures, is essential. Educators in general are 

responsible for preparing their students for the ever diverse world they will soon face as adults, by cultivating their ability 

to understand languages and cultures that they are not born or raised in. In addition, Astin (1984) argues that increased 

involvement with other students and faculty members boosts students’academic performance. Thus, creating a place 

where language learning and intercultural exchange occur through natural social interaction with peers and faculty is an 

important part of improving the quality of education at Keio as well as the lives of students after graduation.

2.　Method

In April 2007, we first created the E-Lounge, chiefly focused on communication in English, in Building 3 of 

Hiyoshi Campus. From its inception, we sought to avoid narrowing down the scope of its users or the range of their 

activities. To this end, we invited anyone studying at Keio without limiting potential users to university students and let 

them engage in multiple activities of their choosing, from self-study to discussion, videoconferencing, games etc. A year 

later, the Lounge was transformed into the Plurilingual Lounge where multiple languages and cultures were learned with 

the help of Plurilingual Partners, or native speakers of those languages enrolled at Keio who provide mentoring for the 

learners. Regarding learners’ autonomy, the Lounge went through a transition. At first it was coordinated by a native 

speaker of English. Although the mentorship and leadership provided by the coordinator had their merits, it was feared 

that his presence might contribute to dependency and passivity on the students’ part. Since the coordinator left the 

country, the students and Plurilingual Partners have come to share more responsibility and, accordingly, more autonomy 

in running the Lounge.

We conducted a focus group interview in the summer of 2008 to assess the achievements and shortcomings of the 

Lounge (See Igarashi, Lewis, Kuradate, Kurokawa, & Yoshida, 2008 and Kurokawa, Yoshida, Lewis, Igarashi & Kuradate, 

manuscript in submission for more details). The number of the interviewees was twenty-four, including seventeen 
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students and seven plurilingual partners working at the Lounge. There were five groups in total: three groups of students 

and two groups of plurilingual partners. Students were invited to make comments on what their peers said, either to 

agree or disagree with the views expressed and further present their own insights (Morgan, 1997). The interviews were 

moderated by two researchers, one of whom had been the coordinator of the Lounge. However, when asking questions 

about the coordinator, the other researcher conducted the interview alone, asking the coordinator to step out of the 

room. All the data from the interviews were fully transcribed and then analyzed using Atlas ti by two researchers. Instead 

of using predetermined codes, we allowed the codes to emerge from the data using Grounded Theory (Strauss, 1987). 

Once all the data were coded, three of the researchers examined all the codes using the criteria posited by Krueger (1998) 

—frequency, extensiveness, and intensity—to determine what patterns emerged.

3.　Results

The focus group interview and analysis of the data revealed unique characteristics, benefits, as well as shortcomings 

of the Lounge. One of the key components in the success of the Lounge was the role the former coordinator played His 

personality and attitudes were cited as part of what glued the interviewees to the Lounge. Among the specific examples 

raised were: a good sense of humor, being able to talk about a wide range of topics, maintaining a non-judgmental 

attitude, while at the same time being able to challenge the students to think critically and eventually broadening their 

perspectives. One respondent stressed the importance of the ability to be patient, since not all the users of the Lounge 

were necessarily fluent or confident in the languages they were learning. Although the coordinator is no longer in the 

Lounge, patience on the listener’s part remains crucial as the Lounge establishes itself as a more autonomous, learner-

centered place where each participant takes turns in helping her/his fellow learners.

Another aspect that attracted students was the unique culture that emerged in the Lounge. According to the 

interviews, the culture seemed to manifest itself in two forms: an open atmosphere and freedom from Japanese cultural 

constraints. The latter is arguably unique to the Lounge, since the users are not forced to express politeness and subscribe 

to the seniority-based hierarchical relationship that might be present even in student-run organizations. It also works to 

create an environment where the users do not have to be too serious when they engage in conversation practice. 

Favorable comments were made on the various cultural exchanges taking place daily in the Lounge. Examples include 

sessions for learning context-specific expressions in a given language, like how to make orders at a restaurant. By 

conducting these sessions in different languages, the students could contrast one language and culture with another. 

Japanese students took initiative to teach their non-Japanese fellows basic Japanese, thereby avoiding the situation where 

they remain passive recipients of the “service.”

On the other hand, suggestions were also raised on areas that needed improvements. The unstructured nature of the 

Lounge, as it turned out, was not without problems. It was also felt by the students that learning required certain aspects 

of structure and they found the Lounge wanting in providing the structure for strategic learning. To remedy the 

inadequacy, it was suggested that the Lounge develop learning aids such as “Words of the Day” as well as offering better 

training schema for Plurilingual Partners.

4.　Discussion

So far, the Lounge has attracted students from diverse backgrounds. One student, who had grown up abroad, 

remarked on the importance of the Lounge as the only place where the student can feel at home. The Lounge has 

provided a sort of refuge for such students, free from the omnipresent taboo against speaking in English. Being open to 
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others from different backgrounds and not privileging one’s familiar cultural values and practices are two major sets of 

lessons the Lounge has taught each student. Despite its potential shortcomings, the openness and autonomy that the 

Lounge cultivates within the students will pave the way for future improvements, planned and carried out with 

cooperation between the students and the Plurilingual Partners. The Plurilingual Lounge, therefore, has served as a space 

where the participants effectively train themselves and prepare for the diverse, complex world.
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研究企画「初年次外国語教育における大学間 CSCL研究 
（OKプロジェクト）」報告

境　一三（研究企画代表） 
森　朋子　　岩居弘樹 

　　倉舘健一　　高橋朋子 

　　竹内　理　　中谷潤子

概要

本研究は、大阪大学と慶應義塾大学の 1年次必修ドイツ語教育の現場を LMSの一種であるMoodleで結
んだ CSCL（コンピューター支援の協調学習）の実践を基に、そこで得られる学習・教育効果を明らかにす
ることにより、高等教育において第 2外国語教育が担う意義を学習科学の面から考察することを目的として
いる。

1.　研究の目的、意義

本研究プロジェクトは大学 1年生を対象とした必修第 2外国語としてのドイツ語授業を、1.マルチメディ
アを利用した外国語教育、2.協調学習を通じて学習観・知識観のパラダイム転換を図る初年次教育、さらに
3.インターネットを通じた遠隔教育の 3点から複合的に捉え直し、学生が CSCL（コンピューター支援の協
調学習）環境で得る学習、及び教育的効果を調査・分析から明らかにすることにより、高等教育において第
2外国語教育が担う意義を学習科学の面から考察することを目的としている。
複数の学習者が相互的に学び合う協調学習は ,90年代から教育学をはじめとする多くの分野で研究され ,

学習動機付けや相互関係の調整能力などにその効果が報告されてきた（Lave, J. & Wenger, E. 1991,佐伯 1998, 

ジョンソン・ジョンソン・スミス 2001）。さらにコンピューターでの協調学習支援を CSCL（Computer 

Supported Collaborative Learning）と呼び ,上記の効果に加えて学習効果に大きな影響を及ぼすメタ認知能力
の育成が大いに期待されている。協調学習がもたらすこれらの効果は ,これまでの大学受験を視野に入れた
個人学習では多く欠落していた部分であることから ,とくに大学の初年次教育での教育的効果が大きいと考
えられる。
本研究プロジェクトはこのような現場の現状を踏まえ ,初年次に必修第 2外国語の 1つとして協調学習環
境のドイツ語授業を通じて得られる教育的効果に関して考察を行う。外国語教育研究に新たな初年次教育研
究の視点を加えることによって CSCLL（Computer Supported Collaborative Language Learning）という概念を
新たに提示し、これまでとは異なった視点からドイツ語学習の意義を考えるものである。

2.　研究内容

OKプロジェクトは、2007年度、慶應義塾大学・経済学部必修ドイツ語授業（境一三担当）と大阪大学・
共通教育科目必修第 2外国語ドイツ語授業（大学教育実践センター　岩居弘樹担当）の合同協調学習で実施
された。2つのクラスはそれぞれ独立した授業であり、それぞれがチーム学習を取り入れた独自の CSCLL

環境を授業に導入した。その上で CSCLL概念をさらに拡張し、前期の 4～ 6回分の授業を両大学合同で遠
隔間連携の授業実践を行った。大学間 CSCLLの授業デザインは、担当研究員が実践者の教員と相談の上で
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設計し、実際の授業は慶應義塾大学、大阪大学それぞれの調査スタッフによりデータ収集が行われた。収集
したデータはカテゴリー化され、学生、調査者、教師の 3つ視点からエスノグラフィーの手法で分析し、語
り直しを行った。このような各回の授業デザインを調査すると同時に、プロジェクトデザインに関しても形
成的評価を行い効果と問題点を抽出した上でプロジェクトの再デザインを試みた。

3.　結論

現在までに明らかになった事柄は以下のとおりである。
1. 交流の環境を整えた場合でも、その交流を促進させる仕掛けがなければ自然発生的に大学間交流 

は行われない。
2. 動機付けがなされていない他者からの影響は少ない
3. 心的距離が遠い他者には親和的動機が起きにくく、達成動機が促進される。
4. 心的距離が近い他者には達成動機が起きにくく、親和動機が促進される。（対面、非対面を問わな

い。）

4.　成果発表

2007年度前期の活動を基に、3回の学会発表を行った。
1. 「初年次の外国語教育における大学間協調学習の試み」境　一三、倉舘健一、岩居弘樹、高橋朋子、
森朋子、中谷潤子、竹内理；第 20回社会言語科学会研究大会；社会言語科学会；関西学院大学；
2007/09/16

2. 「初年次外国語教育―大学間 CSCLの教育的効果―」境　一三、倉舘健一、岩居弘樹、森朋子、高
橋朋子、中谷潤子、竹内理；日本教育工学会第 23回全国大会；日本教育工学会；早稲田大学所沢
キャンパス；2007/09/23

3. 「大学間 CSCL（コンピューター支援の協調学習）で学生の学びに何が起こるのか―質的調査によ
る前調査の結果から―」境　一三、倉舘健一、岩居弘樹、森朋子、高橋朋子、竹内理、近藤睦美；
日本独文学会 2007年度秋季研究発表会；日本独文学会；大阪市立大学；2007/10/07
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研究企画「ITを利用した外国語学習環境の構築」報告

藁谷郁美（研究企画代表） 
太田達也 

マルコ・ラインデル

①　背景・目的

本プロジェクトは、2007年度に始まった「ITを利用した外国語学習環境の構築」研究企画の継続であり、
ITを利用した学習環境の構築に向けた教材および学習支援システムの開発・運用・評価を行うものである。
2008年度は、podcastingによる学習素材配信システム、携帯電話対応Web単語帳等の運用・評価・改善、そ
の他のシステムおよびコンテンツの開発、そして学習履歴データベースの開発・運用・評価を行った。2009

年度は、上記それぞれの運用・評価を SFCドイツ語学習者を対象に行った。特に podcastingによる学習素材
配信システムについては引き続き評価を行い、一部を公表した。2010年度は、上記それぞれの追跡調査を
更に進めて、2010年度国際学会（Eurocall 2010）において採択され、口頭発表 “Digital learning environments, 

designed by students: Developing language learning awareness outside the language classroom”を行った。
本プロジェクトの目的は、学習者の多様性と自律性を念頭に置きつつ、さまざまな媒体による IT教材や

学習支援システムを開発し、さらに実際に慶應義塾大学湘南藤沢キャンパス（以下、SFC）で運用し評価を
行うという活動を通じて、ITを利用した外国語学習環境の構築に寄与することにある。
また、本プロジェクトで行った活動のうち、後述の「教材開発」および「学習の意識化としてのプロジェ
クトの評価」は「SFCラーニング・デザイン・プロジェクト」（旧：「ドイツ語教材開発研究プロジェクト」）
が行ったものである。これは SFCドイツ語教員である藁谷郁美、マルコ・ラインデル、外国語教育研究セ
ンター上席研究員である太田達也1）の合同研究プロジェクトを中心とするメンバーによって構成される研究
チームで、教員・学部生・大学院生が一体となって学会発表を含めた研究活動を行っている2）。2009年度3）お
よび 2010年度は、特に「学習の意識化としての研究プロジェクト活動」の実践およびその考察と評価を中
心に研究を行った。こうした活動形態の意義を検証することも長期的な活動目的のひとつである。
先行研究として、自律・協働学習能力の促進には構築主義の観点からも ICTの利用が効果的であることは、
これまでにも Rüschoff/Wolff（1999）、Wolff（2002）、久保田（2006）などですでに指摘されている。本プロジ
ェクトは、その実践的研究と位置づけられる4）。

1） 2009年度現在は、南山大学外国語学部准教授、兼　慶應義塾大学外国語教育研究センター上席研究員。
2） 2008年度のメンバーは、藁谷郁美、太田達也、マルコ・ラインデル（以上、総合政策学部教員）、鹿久保翼（政策・メデ
ィア研究科修士課程）、遠藤忍、工藤翔吾、河田理紗（以上、総合政策学部）、真野恵理子、柿沼緑、成田純一、石井誠、柴洋
平、入沢由美、次田尚弘、米持愛未、野呂瑛利沙（以上、環境情報学部）、ショーン・ヴェント（訪問研究員）の計 17人であ
る。プロジェクトの URL: http://dmode.sfc.keio.ac.jp/本プロジェクトの 2007年 6月までの活動については、慶應義塾大学大学
院政策・メディア研究科ヒューマンセキュリティとコミュニケーション（HC）プログラム『ITと学習環境プロジェクト　中
間報告書』（2007年 6月）pp. 22-49参照。
3） 2009年度のメンバーは、藁谷郁美、マルコ・ラインデル（以上、総合政策学部教員）、太田達也（外国語教育研究センタ
ー上席研究員）、鹿久保翼（政策・メディア研究科修士課程）、遠藤忍、工藤翔吾、河田理紗、水野花、原田佳奈、福屋百合香、
袴田俊輔（以上、総合政策学部）、石井誠、米持愛未、鈴木梨沙、石川将光、宮地正悠（以上、環境情報学部）の計 16人であ
る。
4） Rüschoff, Bernd/Wolff, Dieter (1999), Fremdsprachenlernen in der Wissensgesellschaft, Ismaning.
Wolff, Dieter (2002): Fremdsprachen- lernen als Konstruktion. Grundlagen für eine konstruktivistische Fremdsprachen- didaktik. Frankfurt 
a.M.; Berlin; Bern; Bruxelles; New York; Oxford; Wien.
久保田賢一（2006）：『構成主義パラダイムと学習環境デザイン』（関西大学出版部）
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②　手法

教材および学習支援システムの開発に関して、下記の 4プロジェクトを進めた。

1）podcasting教材配信システムの運用・評価・改善
SFCラーニング・デザイン・プロジェクト（当時は「SFCドイツ語教材開発研究プロジェクト」）は 2007

年度から 2008年度にかけて podcastingによる学習素材配信システム（図 1参照）を開発・運用しており5）、
さらに継続した授業での運用および評価を行っている。
本システムの特徴は、授業の共通教材であるModelleシリーズ6）のスケッチ動画・キーセンテンス動画を
授業の進度に合わせて配信することに加え、学習者が授業において作成した 4コママンガの中から優れた作
品を当該クラスの履修者に配信するという、「学習者参与型」「双方向型」「コミュニティー形成型」の
podcasting配信を実現している点にある。恒常的にこの形での運用を定期的に続けている。
また、本システムの効果を調査するため、2008年度春学期以降、毎学期継続して利用者 7人（うち 2人

はマンガの動画化および配信作業にも従事）を対象としたインタビュー調査を実施した。本調査結果につい
ては、2008年度および 2009年度報告書に記載した通りである。

図 1　Podcasting 画面

2）携帯電話対応Web単語帳Multi Recordの継続運用・評価
加えて、2009年度には、2008年度に改良作業を行った iPod touchおよび iPhoneによるWeb単語帳『Multi 

Record』を継続して運用を行った。具体的な技術開発および仕様については、2008年度および 2009年度報
告書に記載した通りである（図 2、図 3および図 4参照）。

2008年度に SFCドイツ語、フランス語、スペイン語および中国語履修者を対象とした評価調査を実施、
それをふまえて 2009年 3月以降、SFCドイツ語履修者およびフランス語履修者、中国語履修者、スペイン
語履修者を対象にMulti Recordを公開した。具体的な学習者は以下の科目履修者である：

・ドイツ語関連科目
「ドイツ語インテンシブ初級 1」
「ドイツ語インテンシブ初級 2」
「ドイツ語インテンシブ初級 3」
「ドイツ語ベーシック 1」

5） 慶應義塾大学外国語教育研究センター『文部科学省私立大学学術研究高度化推進事業　学術フロンティア推進事業「行動
中心複言語学習プロジェクト」2008年度研究活動報告書』pp.96-100.参照。
6） Andreas Riessland/藁谷郁美 /木村護郎クリストフ /平高史也 /Marco Raindl/太田達也　(2007):『Modelle 1 neu（問題発見
のドイツ語 1　改訂版）』三修社；Andreas Riessland/藁谷郁美 /木村護郎クリストフ /平高史也　(2005):『Modelle 2（問題発見
のドイツ語 2）』三修社；平高史也 /Andreas Riessland/木村護郎クリストフ /藁谷郁美（2006）：『Modelle 3（問題発見のドイツ
語 3）』三修社
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「ドイツ語ベーシック 2」
・フランス語関連科目
「フランス語インテンシブ初級 1」
スキルコース
・スペイン語関連科目
「スペイン語インテンシブ初級 1」
・中国語関連科目
「中国語インテンシブ初級 1」

3）d-Phone教材の継続運用
本プロジェクトではこれまで数多くのWeb教材および携帯電話対応、iPod対応の教材を開発してきたが、

2008年度はこれらのうち主要なものを iPod touchや iPhoneでも利用可能とするために、技術面およびデザ
イン面での改良を行い、あらたに「d-Phoneシステム」を開発した。2009年度以降は、このシステムを実際
の SFCドイツ語学習者に向けて公開し、運用を開始した。具体的な学習者は以下の科目履修者である：

「ドイツ語インテンシブ初級 1」
「ドイツ語インテンシブ初級 2」
「ドイツ語インテンシブ初級 3」
「ドイツ語ベーシック 1」
「ドイツ語ベーシック 2」

d-Phoneは、iPod touchおよび iPhoneの特徴であるタッチパネルの特性をいかし、指での直感的な操作に
対応したインターフェイスとなっている。2009年 3月以降、以下の教材が d-Phoneで利用可能であり、こ
れらの教材には、iPhone touch/iPhone用の教材一覧画面から「フリック」動作によって選択しジャンプする
ことができる仕様となっている。

図 2　Multi Record Vers.2.0画面例

図 3　Multi Record Vers.2.0iPhone画面例 図 4　Multi Record Vers.2.0iPhone上画面例
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◦ d-Pod（podcastingによる動画教材の配信システム：図 5および図 6参照）
◦ d-rama（授業で履修者が作成した 4コマ漫画を動画化し podcastingで配信するシステム：図 1参照）
◦Multi Record Version 2.0（図 2・図 3・図 4参照）
◦発音導入コース（動画つき発音練習：図 7および図 8参照）
◦名詞性当てクイズ（日本語を介さず単語の意味と画像を直結し、名詞の性を覚えるクイズ：図 9参照）

4）XY-Zimmerの運用
2008年度に開発した仮想空間でドイツ語を学ぶウェブ教材 XY-Zimmerは、開発当時にそのデモンストレ
ーション版をドイツ語履修者に試用させ評価をとった（図 10参照）。

 図 5　d-Pod動画配信の画面 図 6　d-Podの iPhone画面例

図 7　発音導入コースWeb上の画面例 図 8　発音導入コース iPhone上の画面例

図 9　名詞当てクイズWeb上の画面例
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XY-Zimmerは、写真をコラージュして作られた空間
にさまざまな仕掛けが隠されたもので、学習者がそれら
を見つけていくことでストーリーが展開していく。スト
ーリーはすべて音声を聞くことによって追うものとな
っており、文字は表示されない。これは、文字以外の視
覚情報を活用しながら理解し、問いかけに応答する能力
を鍛えることを主眼としているからである。

2009年度は本システムを運用し、その学習対象者と
して以下の授業履修者に公開した：

「ドイツ語インテンシブ初級 1」
「ドイツ語インテンシブ初級 2」
「ドイツ語インテンシブ初級 3」
「ドイツ語ベーシック 1」
「ドイツ語ベーシック 2」

XY-Zimmerでは、登場する「クレー」（カラスのキャラクター）の言葉が学習者に向けられ、学習者はそ
れに応答することが求められる。これにより学習者は能動的に会話に参加する疑似体験ができる仕組みとな
っている。例えば、画面上の絨毯の写真をクリックすると、「何色がいいと思う ?」という質問がクレーか
らドイツ語で出される。これに対し、学習者には 5つの選択肢（「赤はどう ?」「青がきれいだと思う。」「私
は黄色が好きだな。」「茶色はどう ?」「緑がいいよ。」）が音声で流れる。学習者が 5つの中から 1番いいと
思う返事を選ぶと、絨毯の色が選ばれた色に変わり、その色に対してクレーが感想を言う（「ちょっと強す
ぎないかい ?」「あぁ、これはぼくのお気に入りの色だ」「明るくなったね」「シックだね」「ちょっと古臭く
ない ?」）。このようにインタラクティブな会話が展開していくのが XY-Zimmerの特徴である。また、XY-

Zimmerでは語彙を学ぶこともできる。例えばクレーの部屋にはたくさんの家具や食べ物、おもちゃが置い
てあり、これらはすべてModelle 1 neuで学習する単語である。学習者が興味のあるオブジェクトをクリッ
クすると、クレーがその名前を音声で教えてくれる。XY-Zimmerで学習者が遊んでいるうちに、授業で習
った単語を目で見て耳で聞きながら復習できることが狙いである。

XY-Zimmerはあえて教材らしくないデザインになっている。絵本のようなストーリーを盛り込み、学習
者が遊び感覚で利用できるような設計となっているのは、学習者の好奇心を誘発し、ドイツ語へのモチベー
ションにつなげることを目的としているためである。また、XY-Zimmerは写真をコンピューターの中で組
み立てて作った仮想空間であるが、2Dの写真をディスプレイに表示する手法に比べて視覚的に立体的であ
り、よりリアルな疑似体験ができるようになっていることも特徴である。

③　結果

上記②で挙げたように、本プロジェクトでは、すでにさまざまなWeb教材をはじめ、Podcastingによる教
材配信システム、携帯電話対応型の教材、また、iPodおよび iPod touchに対応した各種デジタル教材を開発
し、運用を行ってきた。とりわけ、本プロジェクトがここ数年行ってきたような、教員と学生のコラボレー
ションによる研究プロジェクト活動（図 11参照）は、まさにこの研究プロジェクト自体が、その中で活動
する学習者の「学習の意識化」を促しているといえよう。これまでのこうした活動蓄積により、こうした研
究プロジェクト活動が言語学習に及ぼす影響を調査するのに十分な活動要件は満たしてきている。

図 10　XY-Zimmer画面Web上の画面例
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調査手法は 1）グループワークの実施と参与観察　
および　2）個別のインタヴュー調査である。1）は毎
週行われる研究会授業および年 2回実施された研究会
合宿の中で実施した。2）については、新規履修者と
継続履修者の 2グループに分け、それぞれ個別にイン
タヴューを行った。その際録画・録音を行い、すべて
スクリプト化した上で分析を行った。これらの評価調
査を通して、本研究プロジェクト活動が、学習者の言
語学習に対する意識に対してどのような影響を及ぼす

のか、その検証作業を行った。この成果としては、国際学会（Internationale Tagung der Deutschlehrerinnen 

und Deutschlehrer）への発表申請が採択され、2009年 8月 4日、イエナ大学（ドイツ）でポスターおよび口
頭発表を行ったことが挙げられる（「4. 研究成果の公表」を参照）。本研究は、2010年度も引き続き追跡調
査を行い、2010年度 9月に行われた国際学会（Eurocall 2010）で口頭発表を行った。

本研究に関連する研究成果の公表は以下の通りである：

（1） “Podcasting interaktiv – Lernende produzieren Lernmaterialien.”（査読付き論文），共著（藁谷郁美，太
田達也，Marco Raindl）， German as a foreign language（ISSN 1470-9570）1/2010に掲載。

（2） “Sprachenlerner gestalten digitale Lernumgebungen”, 共同発表（藁谷郁美、太田達也、Marco Raindl）， 
14. Internationale Tagung der Deutschlehrerinnen und Deutschlehrer 2009 Jena-Weimar, 2009年 8月 4日 , 

イエナ大学（ドイツ）

（3） 「学びのガジェット―ユビキタス・ドイツ語学習環境の感触―」（展示・デモンストレーション発表）、
共同発表（藁谷郁美、太田達也、マルコ・ラインデル、SFCドイツ語教材開発研究プロジェクトメ
ンバー）、SFC Open Research Forum 2009、2009年 11月 23日・24日、六本木アカデミーヒルズ 40

（4） “Digital learning environments, designed by students: Developing language learning awareness outside the 

language classroom”，共同発表（藁谷郁美、太田達也、Marco Raindl）、European Association for 

Computer-Assisted Language Learning（Eurocall 2010）、2010年 9月 11日、ボルドー大学（フランス）

④　考察

本プロジェクトは、日本でも他に例を見ない独自の IT教材および学習支援システムを開発してきたが、
中でも②で報告したものについては、前述の通り、教員・学部生・大学院生が一致協力して取り組んだ共同
研究の成果である。したがって、開発のための費用の発生も少なく、研究と教育が一体となっている点に特
徴がある。従って、プロジェクトに参加している学生にとっては、学会発表等、公の場において研究成果を
プレゼンテーションする機会を得ることもでき、研究成果のみならず教育効果もきわめて高いと言えよう。
この研究プロジェクトが与える学習者への言語学習への動機付けにとどまらず、教材作成、実験、実施、評
価、開発、考察といった一連のダイナミックな循環を生むことが見て取れる（図 12参照）。今後は、こうし
た形でのプロジェクト活動の更なる評価について、継続したインタビュー調査等を通じ、今後も追跡調査を
行う。

図 11　研究プロジェクトの様子



275

Ⅲ　

 自
律
学
習
環
境
整
備
ユ
ニ
ッ
ト

図 12　研究プロジェクトの位置づけ
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研究企画「リソースシェアリングプロジェクト」報告

重松　淳（研究企画代表） 
倉舘健一 

濱野英巳 

谷内正裕

①　背景・目的

本プロジェクト企画の母体となったのは、2006年度の自律学習環境整備ユニットの活動および 2007年度
の「オープン外国語学習コース構築研究」（代表：倉舘健一）である。Webの普及は、言語学習・教育分野
にもエポックをもたらし、学習者、教育・研究者の視野を飛躍的に拡大させた。しかも急速な技術的進化が、
学習環境を劇的に変化させた。学習する側も教授する側も、言語学習・教育に関わるそれまでの硬直した図
式を一変させる自由を手に入れたと言える。「自律学習環境」がさまざまに提案され、それに基づく具体的
なコース提案も行われるという時代に、実践を伴った研究活動を通して見えてきたものをベースに、更に視
野を鳥瞰的に高めて構想したのが、リソースシェアリングプロジェクトであった。
もちろん個別具体的に実践できる学習環境提供のための実行可能なシステム構築とその利用・検証・評価
の積み重ねがあって初めて、学習者も教育研究者も鳥瞰的な視野が獲得できるのであるから、LLMS

（Language Learning Management System）の研究開発は当然通るべき道筋であった。しかも単なる学習履歴管
理システムのイメージから、一歩も二歩も進めて、学習側と教育側という対峙を捨て、「共有」し「自由に
利用」し「共同利用」していく「リソースの集積基地」が必要になったのである。
リソースをシェアするという考え方は一見単純に見えるが、全体像がすでにわかっているジグゾーパズル
をピースで埋めていくような平面的な作業ではなく、無限のリソースを無限のアイディアで自在に形を変え
ながら、誰もが最適な組み合わせを作り出すという作業であるから、それを可能にするシステムを構築する
というのは、膨大な試行錯誤の繰り返しを覚悟しなくてはならない。本プロジェクトの目的は、それを夢物
語に終らせないために、今あるリソースと経験知を総動員して端緒を切り開くところにあった。つまり、リ
ソースの集約と流通サイクルの構築によって、学習コミュニティ（もちろん教育側も含めて）を運営してい
く活動母体を創り出し、次世代型のリソースシェアへの端緒を開くことであった。

②　手法（具体的にどのような方法で調査を行い、研究を進めたか）

2008年度には、一貫教育を行なってきた慶應義塾大学の利点を生かして幅広くヒアリングを行い、最適
な教材配信のためのメタデータをとると共に、言語学習を重ねてきた大学生に対するアンケート調査によっ
て、学習履歴、学習スタイルを観察した。それと平行して LLMSの開発（FileMaker Proを用いたカード式学
習記録とリソース情報の相互連携を目指した）を進め、基本構造設計、インターフェースデザインを完了し
て、プロトタイプを完成させた。

2009年度以降、それを試験運用してプログラム修正や更なる検証などを行うことを予定し、2008年度ま
でに行った研究成果を整理し多くの研究発表等を行った（2008年度および 2009年度研究活動報告書参照）。
このことによって、リソースシェアリングプロジェクトの目指すところが、どこにあるかを明確にし、目的
である次世代型のリソースシェアへの端緒を切り開く構想を公にしたのである。
しかし、研究代表者の都合により 2009年度いっぱいで本プロジェクトを終了せざるを得なくなったため、
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予定した LLMSの試験運用やプログラム修正、検証、評価は最後まで行うことができなかった。結局、当初
の目的であった次世代型リソースシェアリングという概念を公表するというところで、本プロジェクトは終
了することになり、この概念を引き継ぎ研究が継続されていくことを期待しつつ、2009年度の活動を終えた。

③　結果（何が分かったのか）

現実的に今あるリソースの範囲で、慶應義塾大学の言語学習・教育現場の現状を、最適なリソースシェア
リングの状況に組み直すことを考えると、従来からある「授業」を含め、学習者による学習コミュニティ、
教職員による学習コミュニティ、教職員向けのワークショップ、外国語が日常的に飛び交う外国語ラウンジ
を有機的に結びつけるための「リソースセンター」が必要であり、そのセンターで、文節化されがちな言語
学習に関連するすべてのサービスを一元化して管理することが求められることがわかった。教授法開発や教
材開発といった狭義の学習環境は、上記のさまざまなアスペクトをリソースセンターが有機的に結びつけて
いる輪の中で創り出されることになる。これはリソースシェアリングプロジェクトの目指す概念図として表
現することができる（2008年度研究活動報告書参照）。

2008年度の調査では、個々の教員や学習者が現状で言語学習・教育に（特に教材に関連して）何を求め
何を問題視しているかについて一定の項目を掴むことができ、またこれまで一方的に教員側から提供されて
きたリソースに対する学習者の問題意識も発見することができた。これらは、上で述べた LLMS構築、プロ
トタイプ作成に生かすことができた。

④　考察

リソースシェアリングという考え方は、実はWebがもともと持っている考え方でもある。言語学習・教
育においても早晩、小規模で個別的なものから、より大きな共有フェーズへと輪を広げていくに違いない。
さまざまな言語教育機関でその研究が行われると同時に、学習者個人個人が自然発生的に創りだしていくこ
とも考えられる。そして最適なシステムが生まれ、誰でも等しくそれを利用して自律的な学習ができるよう
になるというのが、次世代の姿であろうと思われる。その先鞭をつける意味で、本企画はまさしく「緒につ
く」ことを実行したと考える。
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研究企画「配信型マルチメディア教材制作研究」報告 
“MOTEUR !” http://aop.flang.keio.ac.jp/moteur/ 
Vers une nouvelle approche de la vidéo pédagogique,  
à mi-chemin entre objectifs linguistiques et création artistique

Patrice Leroy (Project Leader) 

Remi Igarashi 

Takahiro Kunieda 

Kenichi Kuradate

AVERTISSEMENT:

Sans être provocateur, soyons francs et reconnaissons que les supports vidéo dits pédagogiques sont au pire 

inutilisables car peu attractifs et au mieux supportables mais sans beaucoup de relief. Dès le deuxième visionnement, il ne 

reste plus rien à découvrir si ce n’est à décrypter les paroles des protagonistes que l’on repassera en boucles dans le plus 

pur style NHK. Avait-on besoin d’une vidéo pour en arriver là ?

Si l’on ajoute à cela, les piètres qualités d’acteur dont font preuve les divers personnages, le professeur se retrouve 

condamné à utiliser une méthode qui ennuie tout le monde. Il peut pour éviter ce genre de situations embarrassantes 

utiliser d’autres supports vidéo existant sur le marché : extraits de films, publicités, journaux télévisés, dessins animés dans 

la langue cible, etc... Tout ça est très bien et a au moins le mérite de faire appel à la sensibilité artistique de notre 

hémisphère droit contrairement aux documents pédagogiques qui veulent ne nous faire utiliser que le gauche comme s’il 

n’y avait aucun rapport entre apprentissage d’une langue et sensibilité ou émotion artistique.

Cependant, l’utilisation de ces documents “authentiques” suppose déjà de la part de l’apprenant un certain niveau 

de vigilance et de motivation. Peu adaptés (extraits de journaux télévisés trop riches grammaticalement et lexicalement), 

ils risquent de démotiver. Trop longs (extrait de films), ils risquent de dépasser le seuil de vigilance de l’apprenant 

(Souvenez-vous du film projeté dans les classes du primaire les jours de pluie pour soi-disant calmer les enfants et qui 

tournait invariablement au chahut le plus indescriptible !). Ils réclament donc la plus grande attention quant à leur 

sélection et découpage, amenant ainsi le professeur de FLE à une somme de travail supplémentaire assez considérable 

méritoire certes mais finalement peu productive pour “la communauté FLE” car le plus souvent confiné dans le cadre 

d’une pratique de classe personnelle.

Ce que nous vous proposons, n’est pas une solution miracle mais une tentative de proposer des produits vidéo qui 

ne laissent pas neutre l’apprenant. Les objectifs pédagogiques y sont bien présents et leur ordre d’apparition reflète une 

véritable progression. Mais il était important pour nous qu’il y ait aussi des choix de mise en scène, des choix de montage, 

des choix lexicaux. Que ces choix soient irritants pour certains, ou passionnants pour d’autres, semble donc lié à une 

réelle prise de position dont le but véritable est de provoquer des discussions au sein de la classe.

DEFINITION :

1.　Du classique...

“Moteur !” : expression des professionnels du cinéma pour désigner la mise en marche d’une caméra qui, selon les 
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directives d’un réalisateur très partial, va filmer des choses plaisantes/déplaisantes, vraies/fausses, intéressantes/nulles.... 

source inéluctable et intarissable de commentaires de la part de spectateurs tout aussi partiaux.

2.　... au pseudo-pédagogique.

Pour moi, “Moteur”, c’était avant tout au départ une tentative cinématographique de produire quelque chose qui 

ne devait pas se contenter d’être une énième reproduction ou projection des manuels de FLE, toujours plus nombreux 

certes mais aussi toujours très politiquement corrects (ou frappés de rectitude politique comme le disent les Québécois). 

Provocation, clin d’œil, pied de nez, ou peut-être même n’importe quoi, voire douteux ! C’est vous qui jugez, on ne vous 

en voudra pas car vous avez le droit d’être différents de nous, tout comme nous de vous, tout comme un étudiant d’un 

autre étudiant. “Moteur” n’est pas une méthode, c’est un ensemble de ressources mis à la disposition de votre sensibilité. 

Chaque séquence vidéo, qu’elle soit une illustration grammaticale, une page culturelle, une fiction, un entretien, un quiz, 

ou même juste un truc comme ça pour faire beau, fourmille d’une foultitude de détails qui peuvent éventuellement 

devenir des sources de discussions ou de polémiques. C’est certainement prétentieux de notre part, mais nous voulions 

éviter les effets pervers d’une vision réductrice ou de toute pensée unique en matière de FLE tout en allant vers toujours 

plus d’esprit d’ouverture, de respect et de tolérance afin qu’élèves et professeurs acquièrent un réel «savoir-être» humain

POINT DE DEPART:

Chaque année voit au Japon son lot de nouvelles méthodes de FLE arriver sur le marché. Elles sont toutes le fruit, 

nous voulons bien le croire, de mûres réflexions quant à leurs contenus respectifs. Chacune tente de présenter la meilleure 

progression possible quant au processus d’acquisition des savoir-faire linguistiques, tout en souhaitant ardemment s’inscrire 

dans l’air du temps, c’est-à-dire être labélisée “pédagogie en vogue” au moment de sa publication. Elles se font également 

toutes un devoir d’établir des “passerelles” avec les différents niveaux de compétence du CECR.

Tout cela est fort bien et peut s’avérer extrêmement utile dans des contextes d’apprentissage où l’évaluation est 

obligatoire. Elles ont pour la plupart, nous le pensons sincèrement, le mérite d’exister et trouvent sans aucun doute leur 

public. Elles amènent cependant un certain nombre de questions.

Quid de l’autonomie du professeur, de l’apprenant ou même de quiconque désireux de découvrir une langue, de 

s’approcher d’une culture mais ne souhaitant aucunement participer à un contexte d’apprentissage plus ou moins coercitif 

car demandeur de résultats ?

Un professeur peut-il donner la pleine mesure de ses capacités quand la méthode qu’on lui demande d’utiliser ne 

correspond ni à son style, ni à ses aspirations. Il en va de même pour l’apprenant. Toute méthode, aussi bien conçue soit-

elle, ne peut être idéale car il n’y a pas de professeurs modèles, encore moins d’élèves cobayes parfaits.

La fin de l’obligation d’apprendre une seconde langue étrangère dans le système éducatif japonais devrait aussi tous 

nous interpeller quelque part et provoquer une remise en cause de notre rôle en tant que professeur de FLE. Cette 

mesure pourrait en effet avoir, à court terme, le mérite de rendre les choses parfaitement claires car à côté d’un 

enseignement très exigeant enfin digne d’un niveau universitaire (se démarquant ainsi des écoles de langues) qui serait 

destiné à un public très motivé mais peu nombreux, nous devrions aussi être amenés, en parallèle, à offrir un programme 

plus “ludique”, plus “varié”, plus “accrocheur”, certains pourraient même dire plus “démagogique” en direction d’un 

public plus vaste qui, lui, se comporterait davantage comme une clientèle à motivation géo-variable en fonction de ses 

humeurs. Pour ne pas disparaître, nous devons donc dès à présent envisager impérativement de nous adapter à cette 

nouvelle donne en devenant progressivement des animateurs/médiateurs interculturels non-destructeurs des motivations 

naturelles mais fluctuantes des apprenants et créer les conditions d’un apprentissage autonome de ces derniers.
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C’est dans cette optique qu’il nous a paru intéressant de créer “quelque chose” qui puisse être utilisé librement par 

tout le monde.

CONTENU GENERAL :

“Moteur !”, n’est pas une méthode, c’est davantage un ensemble de données dont le contenu évoluera au cours des 

années grâce à l’apport de chaque utilisateur, ce dernier pouvant appartenir indifféremment à la catégorie des enseignants 

ou des des enseignés. Ce n’est pas non plus un objet fini qui serait par conséquent figé dans le temps. Ça n’est 

définitivement pas une nouvelle recette pédagogique miracle !

“Moteur !” présente des vidéos de sketches (1) plus ou moins grammaticaux et plus ou moins ordonnés par ordre 

de difficultés croissantes; des explications grammaticales (2) ; des exercices (3) ; des documentaires (4) dont la finalité n’est 

pas de se voir attribuer le label de documents authentiques mais de provoquer des débats; des quiz; des interviews (5), non 

préparées à l’avance, de personnes de milieux différents (parfois très connues: acteurs, politiciens,etc...) ; des images prises 

sur le vif; des niveaux de langues différents (6) ; des reportages sans complaisance sur la francophonie (7) au Maroc, au Viêt 

Nam, au Canada, au Sénégal, en Nouvelle Calédonie qui viennent infirmer ce qui est parfois imprimé dans certains 

manuels mais qui apportent la preuve qu’une langue ne peut se définir par des frontières; des commentaires portants sur 

les Japonais (ce que nous appelons des images-miroir) (8) qui devraient faire réagir l’apprenant... Bref, un petit peu de 

tout mais toujours filmé avec une passion et, on l’espère aussi, avec une certaine dose d’humour. Il est fort possible que 

cette coloration, cette totale absence de neutralité soit appréciée par certains, risquant malheureusement au passage de 

provoquer, nous en sommes conscients, une certaine irritation voire plus chez d’autres. C’est peut-être aussi un de nos 

objectifs, vous faire réagir émotionnellement mettant enfin en action votre hémisphère droit. Lorsqu’un professeur utilise 

une méthode sans réfléchir, il s’éloigne de sa vocation première qui est de faire penser, de provoquer, de titiller l’autre sans 

jamais imposer sa vue. Si, toujours ce même professeur, est amené à utiliser et à montrer des choses qu’il aime ou qu’il 

n’aime pas, il ressent et devient donc autonome ou plus humain, au choix. C’est du moins ainsi qu’il sera perçu par les 

apprenants, dans cette altérité retrouvée. De la même façon, il découvrira/redécouvrira celle des apprenants. Chacun aura 

alors fait un premier grand pas en avant vers le pluriculturalisme et le plurilinguisme.

(1)	 Ces sketches ont été filmés en deux versions: lente (permettant une meilleure approche de la compréhension 

orale) et à vitesse normale (mots avalés, contractions., incorrections grammaticales ) pour une meilleure 

approche de la réalité linguistique orale de la langue française.

(2)	 Les rôles ont été inversés puisque ces explications présentent un Français (Patrice Leroy) qui se fait 

expliquer sa langue par un Japonais (Kunieda Takahiro). Notre façon de dire qu’une langue n’appartient à 

personne.

(3)	 Exercices présentant tous une dimension ludique et favorisant un réel effort de réflexion sur la langue cible 

de la part de l’apprenant.

(4)	 Ces documentaires ne sont pas toujours très “tendres” à l’intention des Français de la métropole. Ils peuvent 

certes bousculer ou mettre à mal une certaine position officielle mais ils au moins le mérite de présenter une 

autre réalité trop peu montrée voire occultée. Nous n’avons jamais eu l’intention d’être objectifs car le seul 

fait de filmer telle ou telle chose puis de monter les séquences de telle ou telle autre façon rend l’exercice 

impossible.

(5)	 Les interviews n’ont jamais été préparées à l’avance. Les interviewés n’ont jamais eu à l’avance une 

éventuelle liste des questions qui allaient leur être posées. Aucune censure n’a été faite que ce ce soit en 



281

Ⅲ　

 自
律
学
習
環
境
整
備
ユ
ニ
ッ
ト

amont ou en aval.

(6)	 Sans faire l’apologie de la langue familière ou argotique, il apparaît aberrant que celle-ci n’ait aucun droit 

de cité dans le FLE.

(7)	 La Francophonie existe-t-elle encore ? Que peut bien vouloir dire ce mot au XXIe siècle ? A-t-on le droit de 

continuer à se voiler la face en considérant le Viêt Nam comme un pays francophone ?

(8)	 Ceci va dans le sens de la découverte de sa propre altérité. Que pensent les autres de moi ?

LE MESSAGE VEHICULE PAR “MOTEUR !” :

L’apprentissage d’une langue étrangère devrait servir, entre autres choses, de cadre de réflexion pour l’apprenant sur 

le fonctionnement de sa propre culture le mettant ainsi dans de bonnes dispositions pour découvrir progressivement son 

“altérité”. En devenant ainsi sociologue de son propre comportement dans une société donnée, il sera plus à même de 

remettre en cause les éventuelles représentations stéréotypées qu’il se faisait du pays dont il désire étudier la langue 

découvrant fortuitement au passage que cette langue cible est loin de définir ce-dit pays et inversement.
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研究企画「多言語絵本を用いた言語意識教育―学校図書館に
よる外国語学習支援・学習環境整備の検証―」報告①
学校図書館における外国語絵本の利用・活用 
―外国語学習支援・学習環境整備の観点から―

跡部　智（研究企画代表） 
庭井史絵

①研究の背景と目的

学校図書館は「図書館資料を収集し ,児童又は生徒及び教員の利用に供する」ことによって ,「教育課程
の展開に寄与する」という使命をもつ（学校図書館法第 2条）。しかし、中高等学校における外国語教育と
図書館の関係について論じられた文献は伊庭による論考（伊庭 ,2008）以外にほとんどなく、近年報告され
た実践事例も「英語絵本の読み聞かせ」（増田 ,2008）や、「英語絵本の翻訳」（高田 ,2008）、「多読資料の提供」
（西澤 ,2007）など数点に留まる。また、学習指導要領改訂に対応した「教科と学校図書館の連携」に関する
文献でも、外国語教育については、「行ってみたい国調べ」という異文化理解のテーマが設定された授業案
が紹介されているだけで（直山 ,2009）、「聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニケーシ
ョン能力の基礎を養う」（新中学校学習指導要領）ために、どのような図書館資料を収集し、生徒や教員の
利用に供するべきかについては述べられていない。これは、国語や社会など他教科と比べて、学校図書館と
外国語教育の連携が質量ともに不足していることを示している。
学校図書館と教科教育との連携は、蔵書の構築（どのような資料がいつ、どれぐらい必要か）と、資料を
活用した学習（授業）に対する支援のあり方を検討することによって始まる。外国語学習の場合、日本語で
書かれた資料だけではなく、英語を始めとした多言語の資料が必要となるが、図書館員（司書教諭・司書）
がそれらを選書し、生徒の外国語学習や教員の授業での活用を支援していくことは容易ではない。その結果、
日本語でよく読まれている作品の原作（例えば「ハリー・ポッター」シリーズ）や、古典的な絵本（例えば
「はらぺこあおむし」）を収集するに留まり、生徒の外国語能力や興味関心、授業での利用に適した資料であ
るかどうか検証されることも少ない。そこで本研究では、外国語教育と連携した学校図書館資料の収集と活
用の可能性について検討することを目的とする。

②研究の手法

はじめに、図書館資料を外国語教育に活用する方法として、「読み聞かせ」と「リードアラウド」という
二つの活動のために必要と思われる絵本を収集した。絵本は、文章と絵の組み合わせで物語が表現されてい
るため、外国語の初学者である中学生にとっても理解しやすい資料である。次に、外部から専門家（講師）
を招いて模擬授業を行い、そこで利用した絵本について、生徒アンケートや講師へのインタビューで評価し
た。さらに、これらの授業を公開し、複数の英語教員や図書館員と意見交換して、学校図書館における外国
語資料の収集と活用の可能性について検討した。

（1）英語絵本の読み聞かせ
絵本の読み聞かせは、図書館員にとってなじみのある資料の利用法である。日本語絵本の場合は、自ら読
み聞かせしたり、読み聞かせに適した本を教員に推薦したりして、児童生徒の「聞くこと」や「読むこと」
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を支援している。しかし、先に述べたように、外国語絵本の選書や授業での利用法については、十分な検討
がなされていない。
そこで講師として、アメリカの学校図書館司書リーパーすみ子氏に依頼し、英語絵本を活用した模擬授業
を実践した（2クラス）。リーパー氏は、アルバカーキの公立小学校で、スペイン語を母語とする児童に英
語絵本の読み聞かせをすることによって、リテラシーの育成に貢献している。また、その手法が日本の子ど
もたちの英語教育にも応用できるとして、各地で講演や実践を重ねている（リーパー ,2003）。
リーパー氏が日本の中学生のために選んだ絵本と、その選書基準は以下の通りである。
◦共に考えながら読む本 『Peter Rabbit』 by Beatrix Potter

     『Heckedy Peg』 by Audrey Wood

     『Funny Little Woman』 by Arlene Mosel

     『Rapunzel』 by Paul O.Zelinsky

◦ライミング  『Oh, A-Hunting We Will Go』 by John Langstaff

     『Green Eggs and Ham』 by Dr. Seuss

◦擬音語を楽しむ  『Clock, Clack, Moo: Cows That Type』 by Doreen Cronin

◦単語を絵本から学ぼう 『Fortunately』 by Remy Charlip

◦文法を絵本から学ぼう 『Many Luscious Lollipops』
     『Behind the Mask』 by Ruth Heller

（2）多言語絵本の読み聞かせ
次に、多言語絵本を用いた読み聞かせが、英語以外の言語に興味関心を持つ機会として有効かどうか検証
を行った。多言語絵本は、生徒自身が読んだり聞いたりして理解することは難しいため、読み手・読む絵本
の選択・読み方が重要な鍵となる。そこで、3年間にわたって異なった手法で読み聞かせを実践し、本の選
び方と読み方について検討した。
まず、目黒区立図書館で多言語読み聞かせのボランティア活動に従事しているグループ RAINBOWのメ
ンバーに、フランス語、タガログ語、英語、中国語と日本語の 2か国語による読み聞かせの実演を依頼した
（2008年）。このグループの選書基準は、読み聞かせる言語で原作が書かれた絵本を選ぶというものである。
その結果、日本語訳が出版されていない絵本が選ばれることもあるが、その場合、読み手が日本語に翻訳し
て語るという方法をとっていた。図 3は、日本人の読み手（右）とフィリピン人の読み手（左）が、同じ絵
本の日本語版と英語版をそれぞれ持ち、同じページを見せながら交代で読む方法である。一方、図 4は、日

図 1　英語教員・図書館員に解説 図 2　英語絵本の読み聞かせ
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本人の読み手（右）と中国人の読み手（左）が、1冊の本を日本語と中国語で読む方法である（日本語訳が
出版されていないため）。
次に普通部内で、英語やその他の言語が読める教員に協力を依頼し、多言語読み聞かせを行った（2009

年）。図 5は、左から韓国語・英語・日本語の読み聞かせ、図 6は中国語・英語・日本語の読み聞かせである。
尚、図 6で英語を読んでいるのは英語教員ではなく数学教員である。

図 3　『三びきのやぎのがらがらどん』 図 4　『ひゃくにんのおとうさん』

図 5　『かいじゅうたちのいるところ』 図 6　『三びきのやぎのがらがらどん』

図 7　『かいじゅうたちのいるところ』 図 8　『はらぺこあおむし』
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図 8　『How Do Dinosaurs Say Good Night?』

さらに、英語以外の言語については、どのような文字を読んでいるのかに生徒の関心が集まったため、文
字の部分をテレビモニターに拡大して映すことも試みた（2010年）。図 7は左からフランス語（国語教員）・
英語（理科教員）・日本語（司書教諭）による読み聞かせで、モニターにはフランス語が提示されている。
図 8は中国語の読み聞かせで提示した画面の例である。

（3）英語絵本のリードアラウド（音読）
生徒自身が読むという観点で英語絵本を選書するため、リードアラウドの専門家である大島英美氏と共に、

9クラスを対象に 7作品を使った授業を行った（2010年）。授業後に生徒へのアンケートを実施し、（男子）
中学生に受け入れられやすい絵本はどれか検討した。また、11月 12日のリードアラウドを公開授業とし、
見学した塾内外の英語教員や学校図書館員と、使用した絵本の評価や外国語学習への導入の可能性について
意見交換を行った。大島氏が授業のために選んだ絵本は以下の通りである（下線は同じ絵本での授業）。
◦ 6月 28日 David Gets in Trouble (J) 、Bark, George! (I)、Dog and Bear (E)

◦ 9月 29日 Duck! Rabbit! (A)

◦ 10月 22日 How Do Dinosaurs Say Good Night? (B)、Bark, George! (C)

◦ 10月 29日 Green Eggs and Ham (D)

◦ 11月 12日 Puff the Magic Dragon (H)、Dog and Bear (G)

③　結果

（1）学校図書館と外国語教育の連携について
授業を見学した英語教員や図書館員に対するアンケートの結果、学校図書館が英語絵本を（日本語絵本と
同じように）収集し、利用者にアドバイスすることを期待されていることが分かった。英語教員のコメント
を見ると、「教材の sourceとなるような面白い本（絵本を含めて）を発掘して紹介してもらえると助かりま
す。」「多くの洋書を導入して下さい。また、翻訳があれば、見比べながら見ると違いが読めておもしろいで
す。」「外国語の本の充実と、Book Record（読んだ本の記録）など、読み続けさせる工夫を提案して下さい。」
「こちらが気づかない、あるいは広げられないでいるところのアドバイスをして頂くとありがたい。」と書か
れていた。これらは、日本語資料を用いて国語科（読書指導）と連携する場合、図書館が行う一般的な（理
論と実践の積み重ねがある）支援の方法で、言い換えれば、外国語教育とはこのような連携ができていない
ことを示している。

図 7　『Duck! Rabbit!』
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一方、学校図書館側からは、外国語絵本の選書の難しさや、英語教員とのコミュニケーションが少ないこ
と、多読資料の貸出返却しか期待されていないことなどの問題点が指摘された。例えば「図書館には英語の
本があるのに、何かもっと有効に利用したり、教員や生徒に利用してもらったりするために良い方法がない
かと考えていた。」といった意見があった。

（2）外国語教育に適した外国語絵本について
外国語絵本を読み聞かせる場合、英語でもその他の外国語でも、単純な音（文章）が繰り返される作品や
擬音語・擬態語が多い作品に対して関心が集まった（例えば『三びきのやぎのがらがらどん』や『Clock, 

Clack, Moo: Cows That Type』など）。このような絵本を使った授業の後は、習い覚えた単語やリズムを口ずさ
んでいる生徒が多くみられた。またリーパー氏が用いた読み聞かせの手法、① rhyming（ライミング）、②
interpretation（絵の解釈）、③ prediction（ストーリーの予測）では、特に③ Predictionに対して積極的に発言
する生徒が多かった。
多言語絵本の読み聞かせでは、日本語で読んだことがある、知っている絵本の外国語版に興味関心が集中
する傾向がみられた。例えば、読み聞かせ後に絵本を展示していると、生徒が手に取るのは知っている絵本
が中心であった。また、日本人作家の作品の外国語版にも強い関心を持った。同じ絵本でも国によって挿絵
が違うこと、登場人物の名前が変えられていること、ページをめくる方向が異なることを発見し、その理由
を考えたり話し合ったりする生徒も多かった。

表 1　絵本には知らない単語が多かった 表 2　作品のストーリーを理解できた

表 3　読んだ絵本はおもしろい作品だった 表 4　英語は得意である
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英語絵本のリードアラウドの後、生徒へのアンケート調査を行った。その結果、どの絵本も 50%前後の
生徒が「知らない単語が多かった」と答えているが（表 1）、ストーリーは概ね理解できていることが分か
った（表 2）。一方、単語の意味が分かっても、ナンセンス絵本に対する評価は低く、ストーリー（面白さ）
が理解できないと答える生徒が多かった。（表3。D組『Green Eggs and Ham』、A組『Duck! Rabbit!』、B組『How 

Do Dinosaurs Say Good Night?』など）。絵本に対する評価が高かったのは、『David Gets in Trouble』（J組）と、
『Dog and Bear』（E組 G組）であった。二つの作品に共通しているのは、登場人物の性格を考えてセリフの
読み方を変えながら音読するという点である。
また、グラフ中の E組と G組、C組と I組は時期をずらして同じ絵本を使ったが、（前者が 6月、後者が

10-11月）、未知の単語も、ストーリーの理解もそれほど差がなかった
尚、中学校から英語を学習し始めた（小学校時代にほとんど経験がない）と答えた生徒は、どのクラスも

20%前後であった。英語が得意である、と答えた生徒の割合は 20-50%とクラスによって幅があったが（表 4）、
未知の語句やストーリーの理解度、絵本に対する評価との相関関係は認められなかった。

④　考察

絵本を使った外国語教育に関心を持つ教員は、指導法だけではなく教材となる本の選び方についての情報
を必要としており、学校図書館に選書のアドバイスを期待している。しかし、日本語絵本の収集と利用に熱
心な図書館員であっても、外国語絵本の選書や授業での活用法について十分な知識と経験がなく、また参照
できる情報源（実践事例や研究）は少ない。3年間にわたる 3つの実践研究を通して、いわゆる「良い絵本」
（海外の受賞作品や、出版情報、書誌、解題等に紹介されている本、古典的な本）が、外国語教育に必ずし
も適しているわけではないこと、読み聞かせや音読（その他にも、黙読や翻訳など）の手法に応じて、使い
やすい絵本が異なることが明らかになった。
一方、語彙や文章が教材向きであっても、絵本としての質（ストーリーや絵）が読み手である中学生の趣
向に合わなければ、単なる子ども向けの本として彼らの読書意欲をそいでしまうことも分かった。学校図書
館員（司書・司書教諭）は今後、外国語教員や専門家と協力しながら、目的に応じた絵本の選び方について
検討を重ねていく必要があるだろう。
学校図書館と外国語教育の連携は、図書館員が選書のアドバイザーとして貢献するだけではなく、日本語
資料との関連付け、読み聞かせ等読書指導の手法に関する助言、生徒の読書傾向の把握、他教科との連携（例
えば、異文化理解と世界地理など）を行うことによってすすむ。また、授業後に続く生徒の興味関心をとら
え、「見る」「読む」「聞く」活動を継続できる環境として学校図書館が機能すれば、連携の意義はいっそう
深まると考えられる。

⑤　参考文献

伊庭日出樹（2008）．公立中・高校における学校図書館を利用した英語教育．（特集異文化コミュニケーションと学

校図書館）．学校図書館．vol.694, p.39-41.

リーパー・すみ子（2003）．『えほんで楽しむ英語の世界』．一声社．

西澤一（2007）．図書館の教育支援、地域貢献―豊田高専の英語多読を通して．東海地区大学図書館協議会誌．

vol.52, p.61-64.

高田直子（2008）．英語絵本の翻訳を楽しむ（特集異文化コミュニケーションと学校図書館）．学校図書館．vol.694, p.26-28.

増田悦子（2008）．絵本の読み聞かせを通じて―英語教育編「はらぺこあおむし」での実践例（特集異文化コミュニ

ケーションと学校図書館）．学校図書館．vol.694, p.23-25.
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研究企画「多言語絵本を用いた言語意識教育―学校図書館に
よる外国語学習支援・学習環境整備の検証―」報告②
英語絵本を「読む」教授法、リードアラウド 
を中学校で実施してみて

跡部　智（研究企画代表） 
リードアラウド研究会　大島英美

①　背景・目的

〈はじめに〉
英語の絵本を楽しく朗読し英語に親しむ「リードアラウド」は、「読み聞かせ」と混同されるのを避ける
ために筆者が、「英語絵本を、子ども自身が声に出して豊かな表現で読むこと・その指導法」と定義し、小
学生を中心に、2003年頃から実施してきた。

リードアラウドは、英語を読み聞かされただけでは理解できない日本人の入門者にも、絵本が楽しめるよ
うに、英語圏の read aloudを日本人向けに特化させたものである。朗読する主体を、1. 親や指導者が、生徒
に読む　2.生徒が指導者と一緒に読む　3.生徒自身が読む、と主体を変え、最終的に生徒がひとりで 1冊を、
表情豊かに朗読出来るように指導するものである。
　
これまでリードアラウドの対象は、結果的に小学生中心であった。これは、「絵本」の二字の印象から、

一般に幼児や子どものものとして連想されるためだろう。しかし、絵本といっても対象年齢は、英語圏では
「9–12歳」または「9歳–一般」に設定されたものもある。またそれらに限らず、大人の感動を呼ぶ絵本が
英語圏に珍しくないのは、その圏の広さが関係しているだろう。英語人口が多く多数の読者が望めるので、
多くの才能が集まり、結果的に優れた作品が出版されるのだろう。それら芸術性や文学性に優れた絵本を、
朗読をして自然に英語に親しめるリードアラウドを、「子ども」だけのものにしておくのは、常々もったい
ないと思っていた。

そんなところに、リードアラウドを中学生対象にやってみないかという、素晴らしい、そしてありがたい
依頼を慶應義塾普通部図書室、庭井史絵教諭から頂いた。本報告は、中学 1年生約 240人に、2010年 6月
から 11月にかけて 10回に分けて行ったリードアラウドの報告である。

〈リードアラウドの目的〉
中学生とリードアラウドをするにあたって、次の 3つを目的とした。

（1）英語の楽しさを感じさせ、学習の動機づけにする
日本の英語教育への示唆に富む『外国語学習の科学』（2009，白井恭弘）では、日本人がアジア諸国の中
でもひときわ英語ができない大きな原因のひとつは、「動機づけの弱さ」だと指摘されている。実に納得の
いく指摘であり、筆者も日頃から英語学習における動機づけの大切さを、指導者としても個人としても痛感
していた。



289

Ⅲ　

 自
律
学
習
環
境
整
備
ユ
ニ
ッ
ト

今回、リードアラウドをする中学生の場合は、成績や将来の受験や就職、さらに社会に出てからは昇進な
ど、しばらくは英語学習の、いわば実利的動機があり、それらが学習意欲に繋がるのだろう。だが、その動
機には終点があると同時に、義務感や苦痛が伴うかもしれない。ところが人というものは、「楽しいこと」
は誰に言われなくとも、文字通り楽々と続けられるものだ。そこで、英語をそのように「楽しいこと」と感
じれば、終点も義務感や苦痛もなく、いつまでも続けられるだろう。それが上達の道である。
リードアラウドで、面白く好奇心にかられる英語の絵本に出会い、「次は読み物に挑戦しよう」という気
持ちが芽生えたり、韻律の美しさにほれぼれしたり、朗読して深い解釈にたどり着く醍醐味を味わうかもし
れない。自然で流暢な読みが出来ると、気分がいいかもしれない。リードアラウドが、何かしら英語を「楽
しい」「好き」と感じる機会になるよう、そしてそれが英語の「やる気」に繋がるように導く。

（2）コミュニケーション能力の大切さを示し、それを高める
英語を介して外国や外国人と関わる機会が日本人にも増えてきたが、そういった現場に身を置いてきた筆
者は、自らも含め日本人のコミュニケーション能力を高める必要性を強く感じる。つまり、相手の言うこと
や書くことをインプットして消化する。それからアウトプット、すなわち自分の反応を相手に伝えるという
一連の能力の必要性だ。
リードアラウドでは、これらインプットだけでなく、アウトプットの部分の指導が出来るのが特徴のひと
つである。学校の授業で語彙と文法力を急速に身に付け、インプットが増大する時期にある中学生に、リー
ドアラウドが担えるアウトプットの部分の力を養うことは、特に重要である。自意識が強くなり羞恥心が勝
って、自己表現に臆病になりがちな時期でもある。そこで、良く構築された絵本の架空の世界を借りて、指
導者自身が、開放的で表情豊かな読みをデモンストレーションする。そのまま、中学生自身もそういう読み
方に付き合ってみようと思わせるのは、簡単ではないだろう。しかし、外国人に伝わりやすい英語がどうい
うものか、そして伝える必要性を示しながら、生徒に実際に声をしっかり出させ、英語らしい豊かな表現を
引き出す指導をする。

（3）バランスの取れた総体的な英語力を育成をする
音節文字のひらがなやカタカナを使う日本語と違い、英語は音素文字であるアルファベットを使うため、

綴りと読み方が乖離している。したがって、英語を母語とする子どもにも、文字を読むのはハードルが高い。
そこで 50～70年代には、アメリカを中心に学校で、綴りと読みの法則であるフォニックスを重点的に教え
たが、単語が読めても読解力に結びつかないことを示す学力調査の結果もあり、議論や見直しがされた。そ
こで、80年代になって、新たに教育界で脚光を浴びたのが、絵本など児童文学の名作で、英語学習の要素
を広く総体的に教える方法だった。名作をまるまる 1冊使って、読解、文法、綴り、語彙、作文、会話など
を教える。リードアラウドは、英語圏のこうした指導法の流れを汲んでいる。
今回も、生徒は指導に沿って、1冊全部を読み終えることになる。そうすることで、一般的には文学とか

作品と呼ばれるものを通読し理解するのはまだ無理と思われる時期にあっても、それなりの達成感も味わえ
るだろう。また、単語の意味など断片的知識に目を奪われがちなこの時期の中学生に、全体を意識させつつ、
いろいろな学習要素が本の中にあることに気づかせる。今後、身につけたい英語力のイメージや方向性を感
じ、その一歩を踏み出す機会になるよう指導する。

②リードアラウド実験授業の方法

中学 1年生の全 10クラス（23～24人編成）に実施した。クラスごとに、2010年 6月から 11月にかけて、
各 1回 45分（正味 40分）で行った。図書の時間枠を利用した。使用した本は 8タイトル、詳細は VI.参照。
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リードアラウドに適した名作絵本で、そのうち中学 1年生男子であること、実施時期などに照らして選書し
たもの。1冊ずつ生徒が手元において参加できるよう、各タイトル、クラス人数分用意した。

典型的手順
1. 始業開始チャイムが鳴る以前に、絵本と用意したレジュメを渡す。レジュメには、書誌データ、作
者について、あらすじ、この本について、語彙の手引き、音読の手引きなどが、記載されている。

2. イントロダクション。リードアラウドがなにか、この授業でなにをするか、なぜするのかなど伝え
る。絵本を手にした生徒たちが、授業開始前にもらした感想や反応から興味を推測し、切り出すこ
ともある。
10回の内、後半になって生徒の目覚ましい精神的成長をみて、授業目的をはっきり「流暢な読み」
と掲げ、流暢さの要素として声量、抑揚、声の表情など板書し、意識させて始めるようにした。

3. 本によって、朗読劇風に役をふってから読み始める場合と、全体で進めながら、ところどころで指
名して読ませる場合がある。朗読劇風の本の場合は、グループ練習後に発表会式に前に出て読む形
式をとる。

典型的な授業展開は、まず区切りのよいところまで、指導者が内容を彷彿させるような朗読をする。生徒
はそれらをヒントに、物語を推測する。
内容についてのディスカッションをする。
その後、指導者・全体・グループ・個人などいろいろな組み合せで読み合う。そこでは、読みの正確さだ
けではなく、内容解釈に基づいた読み方の工夫を促す。できるだけ全員を当て、ひとりひとりに、自然な発
音・抑揚・リズム・声量などで改善すべき点を指摘し、感情のかよった読み方の指導をする。

③　結果

実験授業のあと生徒へのアンケートを行い分析し、以下の 3点にまとめた。

（1）英語の楽しさを感じさせ、英語学習の動機づけになったか
図書の授業の代わりに「英語の絵本」を読むという予告から、忙しい授業の合間の「余興」的なリラック

ス感が、全クラスとも共通して感じられた。すでに英語を学び始めている中学生の場合は、幼児や小学生が
リードアラウドの場で見せる緊張感のようなものは感じられないのは、当然といえば当然だろう。少数派の
感想としては「いつもの数倍きんちょうしてしまった」というのもあったが、これはひとりひとり音読する
と聞いての緊張だったのだろう。
従って、年少者とのリードアラウドで不可欠な、開口一番の緊張を解く言葉かけは、中学生にはいらない
と判断し、それを飛ばしての開始だった。逆に、「絵本 =幼稚」という先入観があるのではないかの心配が
あったが、英語を知っていると言っても、「まだまだ初歩」という現実的な認識を中学 1年生たちも持って
いるようで、奥が深そうな英語に対する畏敬の念のようなものと、絵本を幼稚と思う気持ちが混ざり合った
雰囲気で、適度な緊張も残した悪くない空気ではあった。
授業開始前、手元に配られた絵本を、たいていの生徒はパラパラめくるなど、興味を示した。音読を始め
るものもいた。絵だけで筋をたどるもの、拾い読みしながら笑うもの、案外読めたとか読めないとか絵本の
難易度の品定めする声もする。絵本の細部に気づきコメントするものもいて、こうして文字よりも絵に感度
が高いのは、母語ではない言語の本を手にしたときの年齢を問わない特徴なのを再認識した。選書する際、
絵とデザインといった視覚的要素が重要なのがここでも再確認された。
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授業開始直後のこの段階で、今回の 8冊の選書どれも、すべてのクラスで、それなりに興味を喚起できた
感触を持った。
終了後の生徒の感想には、「これからもたくさん読んで、知識を増やしたいと思いました」「楽しく皆でで
きたのでよかった」「分からない単語はたくさんあったが、なんとなく分かっておもしろかった」「筆記がな
く楽しくなっていたのでよかった」「（リードアラウドの最中は）周りが明るく元気がありました」「とても
楽しい感じで一時間すぎていきました」といった、優等生的な模範的すぎるものもあるが、「楽しい」「面白
い」の語を使った感想はこの他にも散見された。
「そのときはねむかったが楽しかった」には、眠い少年をも楽しませられたかと、勇気づけられる。それ
から、「家で（註：読んだ本の）歌をインターネットで聞いたがその音をきいてから読んだ方がイメージが
わいた」という感想では、少なくとも興味を持って、帰宅後に調べてくれたことがわかる。
「何回か（註：絵本を）やって慣れてきたら少し大人の本（普通の本）を読んでみたいと思う」「初めて読
んで、とても難しかったけれどとても面白かったので、今度また英語の本を読んでみたいと思った」
これらによれば、いくばくかでも楽しさを感じてもらえ、英語学習に関わる何らかの動機は喚起できたか
も知れない。
ただ「楽しさ」「面白さ」は同時に、大人になりかかっている中学生には、熱く頑張っている指導者が、「や
りすぎ」「むり」しているように写り、「ついていけない」と引かせてしまう危険を伴うことも、感想からよ
くわかった。中学生の良し悪しの判断には、どうしても格好いいか悪いか、がつきものだ。年少者へのリー
ドアラウドでは、緊張を解き、楽しさを感じさせるための仕掛けのひとつとして、役者のように演じて読む。
楽しさの演出だけでなく、内容にそった演技で、内容を推測しやすくする役目をになうが、中学生相手には、
これを、大げさとか格好悪く感じさせないようにする注意が肝心のようだ。
「先生の気迫がすごくて（ある意味）かっこよかった（怖かった）」「先生のハイテンションが面白く、あ
きずに本を発音出来た」などの感想もあって、多少救われる。

（2）コミュニケーション能力の大切さを示し、高められたか
「感情を入れて読むのは少し恥ずかしかったけれど、おもしろかった」「なるべく先生が発音したとおりに
できるようにがんばった」「いろいろな人（註：級友）の面白い素顔が見れてよかった」「表現力がとても大
切だと思った」「感情をこめて声に出した事がほとんどなかったので、楽しかった」「表現力の教え方は少し
ビビリました」「外国人には感情をこめて言わなければならないということを初めて知り、おどろいた」「意
外と感情をたくさんだして読むのは楽しく面白かった」「最初はすこし声を出すことに抵抗がありましたが、
じょじょに先生のペースについていけるようになりました」「体をつかって発音すると意味がよくわかった」
「英語の授業では発音やスペルなどに力が入っているが、リードアラウドでは感情という新しい分野で、新
鮮さがあった」
感想で、かなり多く見られたのが、英語を声に出すことが恥ずかしいという感情の吐露だ。同じ日本人と
して、実によく分かる感情で、英語上達にはマイナスな感情なのも経験的に知っている。だから、リードア
ラウドでは、あえてそれをやらせているわけだ。もうひとつ、生徒の感想で多かったキーワードが、発音だ。
発音に自信がないため、声も小さくなってしまう。声に出してやっと、コミュニケーションは始まる。「感
情を込める」ことにかこつけて、時間が許す限り何度も読ませるよう努めたが、このくどい程の反復が、読
めない語の解読や発音の確認や定着を助けたように思う。
恥ずかしがらせたり、驚かせたりはしたが、リードアラウドに留まらず英語学習全体の大きな目的である、
コミュニケーション能力習得の第 1歩が、声を相手に聞こえるように出すことなのは、伝わっただろう。そ
してその声に感情を乗せること、その過程で発音を自然なものにすることなどを指導し、いい表現も見られ、
発音の進歩もあったように思う。
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指導の方法として、今回のように少しずつ自信をつけさせ、声をしっかり出させる方法とは別に、最初か
ら大きな声を出させて、間違えも大声でさせるアプローチも、それが記憶の中枢に残りやすいことなど豆知
識もそえて説明すると、中学生には効果的かもしれない。

（3）バランスの取れた総体的な英語力育成ができたか
今回の選書に対し、「ただの英語よりは、物語的で楽しかった」との感想を見つけた。「ただの英語」とは、
教科書の英語、教本の英語のことだろう。細切れの、寄せ集めの英語ではない、1冊まるまる物語を読むこ
とが楽しかったという意味だったら、そしてこれが、代表的感想だったら、とても嬉しい。
「あり得ないと分かっていながら、ストーリーに引き込まれた感じ」との感想も、本全体を読んでこそだ
ろう。本によっては、「絵本の内容は、あまりにも単純で子供っぽくてあまり好きではなかったです」と書
かれたものもあるが、英語力の差があるは、避けられない。ただ、こういう感想は優秀な生徒のものだろう
から、その「単純で子供っぽい」本をやる意味を、予め指導者が説明すると、見方がだいぶ変わっただろう
と思う。
「はじめて英語の本を読んでみたので、とても新鮮だった」「結構自信があったのですが、意外と分からな
い単語も多く勉強になった」「英語の違う面をしることができた」「意外に奥深かった」「読もうとがんばろ
うと思わせてくれるような内容であったと思いました」「見た事の無い英語の単語、表現が出てきたので、
結構英語の勉強が出来た」
少なくとも 45分弱の授業で、絵本を 1冊通読し、全体から内容解釈などを試みさせることが出来たようだ。

「本全体から、最小単位である単語の意味や発音までバランスよくやれた」という感想を指導者が持てるよ
うに、毎回リードアラウドを終わらせるのは難しい。しかし、木を見て森を見逃しがちな英語学習で、学習
の動機づけにもなりうる、「森」を生徒が見る機会にはなったように思う。

④　考察

アンケートから得られた結果も踏まえ、本実験授業で使用した本についての考察を述べる。今回は 10ク
ラスに 8タイトルを選んだ。実施日は 6月から、11月にかけてだった。以下、タイトルの横の日付は実施日、
（1）選んだ理由（2）リードアラウド後の考察。

1.　David Gets in Trouble　2010.6.28

（1） 4月に入学して英語の授業が始まって、まだ日が浅い。そこで文の多さや長さによる負担が少なく、ユ
ーモラスな絵柄と登場人物に好感が持てそうな本である。また、教科書には登場しない熟語や単語も混
じり、簡単すぎる印象はない。英語圏では日常的に使われる言い回しや単語の練習になる。

（2） 簡単そうに見えるが、優秀な中学 1年生の 6月時点の知識で知らない単語も、予想通りちらほらあり、
向学心の刺激になったようだ。それでも、中学入学までの英語の下地に差があり、英語を習っていた子
には、物語自体が単純過ぎである印象を持たれた。しかし全般的には、文字数や語彙についても、表現
を練習する本としても、適当だったと思う。内容も、異文化的興味もわくもので、選書は適当と言えそ
うだ。

2.　Bark, George 2010.6.28, 10.22

（1） 文字は 1.ほど少なくないが、繰り返しが多いので、中学 1年ならパターンで認識して、こなせそうだ。
物語の展開にシュールな驚きがあり、イラストも非常にユーモラスで、大人にとっても面白いので、支
持されそうだ。登場人物の表情が生き生きと描かれ、それが刻々と変わって行くので、逐語訳なしに内
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容を推測でき、表現指導もしやすい。
（2） 6月組では、読み方や発音で難しさを感じたと言う感想が、いくつか見られた。ただし「読んでいくう

ちに読めるようになった」など、ちょうどいい難易度であったことが窺える。物語に面白さを感じてく
れた感想も複数あり、内容理解は出来たようだ。適度の難しさだったと判断する。
　10月組になると、面白い、意外に知らない単語がある、発見があったという感想の他に、さすが、
レベルが低いとか簡単すぎるとか、繰り返しが多く飽きたとの感想が見られた。この時期に黙読する本
としては、やや簡単だが、リードアラウド用としてはまだ実は簡単ではない。表現にこだわって読ませ
る理由や意味を、中学生には説明し強調するべきだった。表現練習にはちょうどいいレベルなので、納
得のいく説明をすれば、本書を見る目も変わるはずだ。

3.　Dog and Bear :Two Friends 2010.6.28, 11.12

（1） イヌとクマの会話でほぼ成り立っている本で、生き生きした会話的表現が学べる。生徒に役をふって、
読みと表現が学べる朗読劇方式がとれる。ユーモアがある。登場人物の性格がわかりやすく、表現練習
がしやすい。3話に分かれているので、時間調整がしやすい。

（2） 6月組の感想に、「まだまだわからない単語がたくさんある状態だが、（註：演じているうちに）なんと
なく分かった」という、ねらい通りのものも複数あって、適当なレベル設定だったと言えそうだ。
　11月組には、知らない単語が減り、内容もだいたい推測できるようになったにもかかわらず、本書
を感情豊かに読む意図を説明したせいあってか、肯定的感想が目立った。表現を学ぶには、本書は適当
な程度と理解してもらえたように思う。
　リードアラウドを中学生に学ばせるには、「なぜやるか」の意味づけをすることが効果的であること
が推察できる。

4.　Duck! Rabbit! 2010.9.29

（1） 全編登場人物ふたりの会話で、ユーモラスな表現や、学ばせたい英語らしい表現が多い。丁々発止の会
話の活発な雰囲気を、読み合いで出し楽しませる。絵柄がユニークで面白い。

（2） 楽な英語に感謝する感想もあるが、簡単すぎるとか、幼稚な内容という感想も複数見られ、全タイトル
中、一番レベル的な不満が多い本となった。しかし、肯定的な感想を持った生徒もいて、彼らには共通
して、発音や感情を込めた読み方をすることを重視している傾向があるようだ。それから類推すると、
この回も、本書で主人公の性格づけをしながら、雰囲気を出して読むことの意義を説明することで、や
る気ももっと起こせたのではないかと思う。

5.　I Stink! 2010.10.6

（1） 元気なゴミ収集車の一人称で書かれている、ユニークな作品だ。絵柄も甘過ぎず、力溢れ、男子が好感
を持ちそうだ。NYのゴミ収集車を主人公にすることで、ユーモラスだが、ゴミから社会を考える内容
も意外に深い。教科書では習わない、生きた語彙やいいまわしが満載されている。

（2） 45分で納めるには、テキストが多すぎた。また知らない単語が、この時期の中学 1年生には多すぎた。
レベル的にやれないものではないが、量的に無理がある。楽しませたり、発音、表現練習するには、こ
れより多少分量が少なめで、使われている語彙を簡単と思う生徒が数人出るくらいの本を選ぶべきと再
認識した。

6.　How Do Dinosaurs Say Goodnight? 2010.10.22

（1） 恐竜が何匹も登場し、それがそれぞれ人間家庭の子であるという、奇想天外な設定が愉快。洗練された
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英語で、見事に韻を踏んだ文に、絵が迫力あってその上、可愛らしく魅力的。押韻している単語を指摘
させながら読めば、音読する意義を分からせやすい。中学生男子なら恐竜好きもいるはず。

（2） 案の定、幼稚だとする感想はみられなかった。内容的には面白いとの評価も多かった。指導者が、韻を
強調し、聴き分けさせたりもしため、発音の勉強になったという印象を強く持ったようだ。平坦に読む
ことの多い通常の英語授業に、日常会話的な要素、コミュニケーションに関わる要素を持ち込め、中学
生のこの時期でも学習効果を発揮する本であることが確認できた。

7.　Green Egg and Ham 2010.10.29

（1） 習熟度の高い中学 1年生のこの時期なら、使われている単語は、ほとんど知っているもの。意味の分か
る単語で書かれていれば、長めの英文も読み通せる。英語量（語数）をこなす練習になる。英語圏では
ロングセラーで、万人に知られた定番書である本書を知っておくことは、異文化の理解にもつながる。
押韻が多く、それを読むことで発音の確認が出来る。英語でのユーモアを理解する入門書に最適だ。

（2） くりかえしが、過剰にあるところが笑いを誘うのだが、読み方がたどたどしいと笑いにたどりつけない。
初見の本書を、45分弱でそこまで読めるように導くのには、指導者のエネルギーと、効率的な役振り
わけの準備が必要だ。多少、練習不足の観は否めないが、全員参加の朗読劇方式で読んで、楽しさを感
じられた。この時期の選書として、適当であると思う。

8.　Puff, the Magic Dragon 2010.11.12

（1） フォークソングの定番の歌詞そのものに、素晴らしい絵をつけ、ファンタジー物語にしたもの。文の洗
練と絵の魅力で、感動的な仕上がりだ。語彙や文体に難しいものが混じるが、多少中学 1年生に背伸び
させても、物語性が強いものに挑戦させ、今後の英語読書に繋げたい。少年時代への憧憬をテーマにし
たもので、少年たちに共感を得やすい。

（2） 語彙、文構造的には、英語圏の小学生中学年から高学年レベルでもあり、難しいという感想が大半だっ
た。それは元々想定した反応だ。しかし、それでもどれだけ内容が理解できるか、楽しめるかが、実験
だった。
　内容はだいたい分かり、それが面白かったというより「いい」という、及第点を与えるような感想が
多い。感動や共感するには、読み込みが足りなかったようだ。「訳が欲しい」や「説明が欲しかった」
という感想がそれを象徴しているだろう。リードアラウドの特徴のひとつが、逐語訳をせずに、直接感
性で理解させること。そのために、表現を練習するのだが、解釈を深める過程である練習時間が短い今
回のような場合は、授業の最後に逐語訳を渡すのも一案だと思った。
　この時期のこの生徒たちに、この条件で楽しませるのには、難度的に少々高かったかも知れない。

⑤　おわりに

これまで結果的に小学生を中心に行ってきた英語絵本のリードアラウドを、中学 1年生に実施してみて、
この教授法が中学生にも有効であるという手応えを感じた。普段の英語授業が「講義」なら、リードアラウ
ドは「実技」のような位置づけで、中学生が実際に体を使って英語学ぶ。それは、英語を多角的に身につけ
る一助、またはきっかけになりそうだ。
中学生は、英語学習に関して、ちょうど幼児期の 1年間のような、めざましい発達を遂げる時期にある。
そのため、リードアラウドは、中学生の英語的そして精神的の発達を、実施時期に照らした選書の工夫が重
要だ。また、論理的になりつつある中学生には、リードアラウドの学習目的や意義をより明確に、納得のい
くように提示することが、よりよい結果をもたらすだろう。


